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中国語教材目録（1868-1950）
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Studies at Kansai University 

HINO Yoshihiro

	 The author is currently developing a database of Chinese learning materials as 

well as organizing texts pertaining to Chinese learning materials from the mid-19th 

century to present for the purpose of obtaining basic data. Part of the project in-

cludes searching for Chinese learning materials, including dictionaries, phrase 

books, and grammar books, in the enormous archive in the library at the Institute of 

Oriental and Occidental studies at Kansai University, organizing them, and re-creat-

ing an inventory. The complete inventory is presented in this paper. 
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はじめに

　関西大学東西学術研究所の書庫には明治から昭和初期に刊行された中国語学習に関係する書

籍が約600冊所蔵されている。六角恒廣2001『中国語関係書書目増補版1867～2000』には同時期

の中国語教材が約1500冊リストアップされているが、数だけで考えれば東西学術研究所にはそ

の約 3 分の 1 が所蔵されていることになり、関西大学図書館に所蔵されているものも合わせる

と、この時期の中国語教材の多くが関西大学に所蔵されているということが分かる。ただし、

現時点では関西大学の蔵書検索システムでは東西学術研究所が所蔵する書籍を検索することが

できず、また紙媒体による目録がないことからその全容を見渡すことができない。また分類に

ついても大まかな決まりがあるようだが、

　廣部清編『亞細亞言語集　支那官話部』（820/A7/15-1-1/2）

　廣部清編『亞細亞言語集　支那官話部』（827.7/A1/1/2）

のように、全く同じ書籍でありながら、異なる分類番号に収められている例も見られた。その

ため本稿では、東西学術研究所の蔵書の中から1868年から1950年という明治初期から昭和初期

までに時間を区切り、中国語学習と関係のある書籍の調査を行った結果を分類し、それぞれ年

代順に並び替え目録を作成した。

　その結果、上述の同一書籍の分類の不一致については購入時期が異なることから生じた問題

であることが判明した。そこで整理の際に購入順と購入時期が確認できるように、購入時期の

情報も本稿に情報として盛り込んだ。下記の目録で請求番号の後ろに 4 ケタの数字とアルファ

ベットを記しているが，それが購入順を示した番号である。1868年から1950年に刊行された中

国語関係書は合計で607冊となり、それぞれ B：1982（昭和57）年 6 冊、C：1983（昭和58）年

54冊、D：1990（平成 2 ）年534冊、E：1991（平成 3 ）年13冊となり、おまかに 2 期に分かれ

て購入されており、そのほとんどが1990年から1991年にかけて購入されていたということが明

らかになった1）。東西学術研究所の所蔵本の中には大学蔵書にはあまり見られない、日本放送協

会関西支部編『放送テキスト 支那語講座 自昭和七年四月至昭和七年七月、昭和 7 年度第一期』

や日本放送協会編『ラヂオ・テキスト 速成支那語 （昭和十三年度冬期）』のような戦前のラジ

 1）	調査をしている際に当時関西大学に着任されたばかりの内田慶市教授が坂出祥伸名誉教授の紹介で神戸
のある一般の方の蔵書が売りに出されるということを知り、東西学術研究所で購入したというエピソード
を伺った。
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オ講座教材や、『講習會用華語教材』『支那語講習テキスト』、『支那時文解釋』、『日語百日通』

といった刊行年が不明ではあるが記載内容から戦前のテキストであると考えられるものや、研

究 社 編 輯 部『 KENKYUSHA SELF-STUDY SERIES IN HANDY CARD FORM CHINESE 

CLASSICS カード式參考書 漢文解釋』といったカード式の珍しい教材をはじめとして『中国語

関係書書目増補版1867～2000』の目録に掲載されていない教材が多数含まれていることが分か

った。また標準語のテキストだけではなく、広東語や上海語といった方言に関する教材も多数

収録されていることも明らかになった。以下、目録の凡例を示す。

【凡例】

編著者名『書籍名』（初版刊行年【和暦】所蔵版（所蔵版刊行年）出版地：出版社（者）（東西

学術研究所図書館請求記号【整理番号，東西学術研究所購入年】）

例）宮島大八編『官話篇』（初版 /1903【明治36】所蔵 / 5 版（1911））東京：善隣書院（820/

A7/56【8157,D】）

書籍名が欧文だけの場合は『書籍名』という形式ではなく、イタリック体で書名を示す。また

上巻、下巻のように複数巻からなる書籍については雑誌を除いて 1 巻 1 レコードで処理し、同

名の書籍が複数ある場合も 1 冊 1 レコードで処理している。なお収録範囲は1868（明治元）年～

1950（昭和25）年までとし、購入年の番号は B：1982（昭和57）年、C：1983（昭和58）年、D：

1990（平成 2 ）年、E：1991（平成 3 ）年で示す2）。漢字表記については特別な文字を除き全て

原書に準拠することとする。［1923］のような括弧付の表記は書籍本体には記載が無く不明だっ

たものの、他のデータベースに記載があった情報や書籍の記述から類推したものである。また

［記述無］は本書にも他のデータベースいずれにも情報の掲載がなかった項目について記載して

いる。

 2）	本稿には収録していないが、『清文補彙』『譯文筌蹄』『新刊校正用字格』『英語集全』『清文啓蒙』
Grammaire Mandarin on principes generaux de la langue Chinoise といった明治以前の教材も収録され
ており、これらの購入時期 A：1964（昭和39）年、F：1996（平成 8 ）年、G：2004（平成16）年となって
いる。
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中国語学習教材（辞書・語法書・会話書等）

内田尚長編『袖珍無雙玉篇』（初版 /1879【明治12】）大阪：浪華蔵書房（820/A3/5【7988,D】）

廣部精編『亞細亞言語集 支那官話部 上』（初版 /1880【明治13】所蔵 / 再刻（1889））東京：

青山清吉（820/A7/15-1-1【8044,D】）

廣部精編『亞細亞言語集 支那官話部 下』（初版 /1880【明治13】所蔵 / 再刻（1889））東京：

青山清吉（820/A7/15-1-2【8045,D】）

廣部精編『亞細亞言語集 支那官話部 上』（初版 /1880【明治13】所蔵 / 再刻（1892））東京：

青山清吉（827.7/A1/1【4642,B】）

廣部精編『亞細亞言語集 支那官話部 下』（初版 /1880【明治13】所蔵 / 再刻（1892））東京：

青山清吉（827.7/A1/2【4643,B】）

廣部精譯『総譯亞細亞言語集 支那官話部 二』（初版 /1882【明治15】所蔵 / 再刻（1892））東

京：青山清吉（827.5/S1/2【5030,C】）

廣部精譯『総譯亞細亞言語集 支那官話部 四』（初版 /1882【明治15】所蔵 / 再刻（1892））東

京：青山清吉（827.5/S1/4【5031,C】）

廣部精譯『總譯亞細亞言語集 支那官話部 一』（初版 /1882【明治15】所蔵 / 再刻（1892））東

京：青山清吉（820/A7/15-2-1【8018,D】）

廣部精譯『總譯亞細亞言語集 支那官話部 二』（初版 /1882【明治15】所蔵 / 再刻（1892））東

京：青山清吉（820/A7/15-2-2【8019,D】）

廣部精譯『總譯亞細亞言語集 支那官話部 三』（初版 /1882【明治15】所蔵 / 再刻（1892））東

京：青山清吉（820/A7/15-2-3【8020,D】）

廣部精譯『總譯亞細亞言語集 支那官話部 四』（初版 /1882【明治15】所蔵 / 再刻（1892））東

京：青山清吉（820/A7/15-2-4【8021,D】）

川崎華著、マシウス、源標校閲『英和支那語學自在 Dialogues in English, Japanese and 

Chinese 』（初版 /1885【明治18】所蔵 / 再版（1892））東京：同盟出版書肆（820/A7/63

【8207,D】）

福島安正編『自邇集平仄編四聲聯珠 第一巻』（初版 /1886【明治19】）［東京］：陸軍文庫（820/

A0/1-1-1【8751,E】）

福島安正編『自邇集平仄編四聲聯珠 第二巻』（初版 /1886【明治19】）［東京］：陸軍文庫（820/

A0/1-1-2【8752,E】）

福島安正編『自邇集平仄編四聲聯珠 第三巻』（初版 /1886【明治19】）［東京］：陸軍文庫（820/
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A0/1-1-3【8753,E】）

福島安正編『自邇集平仄編四聲聯珠 第四巻』（初版 /1886【明治19】）［東京］：陸軍文庫（820/

A0/1-1-4【8754,E】）

福島安正編『自邇集平仄編四聲聯珠 第五巻』（初版 /1886【明治19】）［東京］：陸軍文庫（820/

A0/1-1-5【8755,E】）

福島安正編『自邇集平仄編四聲聯珠 第六巻』（初版 /1886【明治19】）［東京］：陸軍文庫（820/

A0/1-1-6【8756,E】）

福島安正編『自邇集平仄編四聲聯珠 第七巻』（初版 /1886【明治19】）［東京］：陸軍文庫（820/

A0/1-1-7【8757,E】）

福島安正編『自邇集平仄編四聲聯珠 第八巻』（初版 /1886【明治19】）［東京］：陸軍文庫（820/

A0/1-1-8【8758,E】）

福島安正編『自邇集平仄編四聲聯珠 第九巻』（初版 /1886【明治19】）［東京］：陸軍文庫（820/

A0/1-1-9【8759,E】）

福島安正編『自邇集平仄編四聲聯珠 註釋』（初版 /1886【明治19】）［東京］：陸軍文庫（820/

A0/1-1-10【8760,E】）

金國璞、平岩道知著『北京官話 談論新篇』（初版 /1898【明治31】所蔵 / 訂正7版（1910））東

京：文求堂（820/A7/9-1【8009,D】）

宮田修著『通俗言語學』（初版 /1899【明治32】）東京：博文館（820/A0/9【8046,D】）

岡三慶著『正續 文章軌範文法講義 一名文章解剖軌範』（初版 /1899【明治32】所蔵 / 再版

（1903））東京：博文館（827.5/O1/1【5034,C】）

呉啓太、鄭永邦著『官話指南』（初版 /1900【光緒26】所蔵 / 美華書館中印版（1900））東京：

楊龍太郎（820/A7/10-1【8012,D】）

西島良爾著『清語會話案内 上巻』（初版 /1900【明治33】）東京：青木嵩山堂（820/A7/80-1

【8257,D】）

西島良爾著『清語會話案内 下卷』（初版 /1900【明治33】）東京：青木嵩山堂（820/A7/80-2

【8258,D】）

徐東泰、井上孝之助合著『東文翻譯北京官話 貿易叢談』（初版 /1901【明治34】）神戸：井上孝

之助（820/A7/133【8514,D】）

福島安正編、紹古英継校『自邇集平仄編四聲聯珠』（初版 /1902【明治35】）東京：博文館（820/

A0/1-2【7965,D】）

岡本正文編『 A Chinese pronounciation dictionary in Peking dialeact. 支那聲音字彙』（初
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版 /1902【明治35】所蔵 / 改訂増補第11版（1916））東京：文求堂（820/A1/14【8491,D】）

兒島献吉郎著『漢文典』（初版 /1902【明治35】所蔵 /11版（1917））東京：冨山房（825/K3/1-1

【5038,C】）

青柳篤恒編『支那語助辞用法 附應用問題及答解』（初版/1902【明治35】所蔵/訂正再版（1902））

東京：文求堂書店（825.5/C1/1【5032,C】）

池田常太郎編纂『日清會辭典』（初版 /1903【明治36】）東京：丸善（820/A3/19【8467,D】）

鄭永邦呉啓太『改訂官話指南』（初版 /1903【明治36】所蔵 / 改訂 4 版（1907））東京：文求堂

（820/A7/10-1（2）【8275,D】）

御幡雅文編『華語跬歩』（初版/1903【明治36】所蔵/ 3 版（1906））東京：文求堂（820/A7/23-1

【8291,D】）

宮島大八編『官話篇』（初版 /1903【明治36】所蔵 / 5 版（1911））東京：善隣書院（820/A7/56

【8157,D】）

金國璞著『華言問答』（初版 /1903【明治36】）東京：文求堂書店（820/A7/118【8515,D】）

青柳篤恒著『新編支那語會話讀本』（初版 /1903【明治36】所蔵 / 再版（1905））東京：早稲田

大學出版部（820/A7/125【8456,D】）

兒島献吉郎著『續漢文典』（初版 /1903【明治36】所蔵 / 5 版（1917））東京：冨山房（825/

K3/1-2【5039,C】）

鄭永邦、呉啓太著、金國璞改訂『改訂官話指南』（初版 /1903【明治36】所蔵 /10版（1914））東

京：文求堂書店（827/T/1【4661,C】）

足立忠八郎編『北京官話支那語學捷径』（初版 /1904【明治37】所蔵 / 訂正 7 版（1918））東京：

金刺芳流堂（820/A0/62【8461,D】）

原口新吉著『初等官話教程』（初版 /1904【明治37】）東京：文求堂（820/A0/68【8509,D】）

岡本正文編譯『言文對照 北京紀聞』（初版/1904【明治37】）東京：文求堂（820/A7/18【8071,D】）

伴直之助著『華語跬歩總譯』（初版 /1904【明治37】）大阪：裕隣館（820/A7/23-2【8086,D】）

宮島大八編『官話急就篇』（初版 /1904【明治37】所蔵 /107版（1929））東京：善隣書院（820/

A7/25-1【8089,D】）

廣池千九郎述『支那文典』（初版 /1904【明治37】所蔵 /［記載無］）東京：早稲田大學出版部

（825/H1/1【5040,C】）

張廷彦著『支那語動字用法』（初版 /1904【明治37】所蔵 / 再版（1905））東京：文求堂書店

（【5033,C】）

足立忠八郎著『北京官話 支那語學捷徑』（初版 /1904【明治37】所蔵 / 訂正 8 版（1923））東
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京：金刺芳流堂（827/A1/1【4659,C】）

三原好太郎著『新編支那語独修』（初版 /1905【明治38】所蔵 / 7 版（1918））東京：岡崎屋

（820/A0/29【8262,D】）

善隣書院編『日華字典』（初版 /1905【明治38】）東京：文求堂（820/A3/10【8074,D】）

岩村成允編『A new Chinese dictionary (Peking pronunciation) 北京正音 支那新字典』（初

版 /1905【明治38】）東京：文求堂（820/A3/24【8518,D】）

金國璞著原著、田中慶太郎譯『東語士商叢談便覧』（初版 /1905【明治38】）東京：田中慶太郎

（820/A7/5【7984,D】）

孟繁英著、張廷彦序文、福井彦太郎序文『華語教科書 商店問答』（初版 /1905【明治38】）大

阪：石塚猪男（820/A7/64【8211,D】）

松雲程、服部邦久合著『續日清語入門』（初版 /1905【明治38】所蔵 / 3 版（1913））東京：文

求堂書店（820/A7/79【8256,D】）

大野徳孝編『冠註 高等支那時文讀本』（初版 /1905【明治38】）東京：文求堂書店（827.7/K3/1

【5036,C】）

清語學堂速成科編『清語正規』（初版 /1906【明治39】）東京：文求堂（820/A0/60【8454,D】）

馮世傑、市野常三郎、髙木常二郎共著『北京官話 家言類集』（初版 /1906【明治39】）大阪：積

善館本店（820/A7/11【8014,D】）

唐木歌吉著『中日對照 實用會話篇』（初版 /1906【明治39】）東京：中東書局（820/A7/65

【8213,D】）

馮世傑『燕吾新編』（初版 /1906【明治39】）大阪：積善館（820/A7/124【8451,D】）

英繼、宮島吉敏『官話北京事情』（初版 /1906【明治39】）東京：文求堂書店（820/A8/76

【8001,D】）

文求堂編輯局編輯『北京官話清國民俗土産問答』（初版 /1906【明治39】）東京：文求堂書店

（820/A9/5【8079,D】）

文求堂編輯局編輯『北京官話清國民俗土産問答』（初版 /1906【明治39】）東京：文求堂書店

（820/A9/5a【8082,D】）

松平康國著『日清對譯編』（初版/1907【明治40】）東京：東亞公司，三省堂（820/A0/7【8015,D】）

金國璞、瀬上恕治著『華言分類撮要』（初版 /1907【明治40】）東京：文求道（820/A0/26

【8209,D】）

金國璞、鎌田彌助合編『搢紳談論新集』（初版 /1907【明治40】）東京：文求道（820/A0/27

【8210,D】）
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瀨上恕治著『日文對照 官話問答新篇』（初版 /1907【明治40】）東京：東亞公司（820/A7/7

【7999,D】）

青柳篤恒著『支那時文軌範』（初版 /1907【明治40】所蔵 / 再版（1907））東京：博文館（827.5/

A1/1【5037,C】）

青柳篤恒、宮島吉敏講述『支那語講義』（初版 /1908【明治41】）東京：早稲田大学出版部（820/

A0/28【8215,D】）

富山誠一著『記憶するに易く實用に適する日滿會話』（初版/1908【明治41】所蔵/30版（1925））

大連：大阪屋號書店（820/A8/10【8479,D】）

木南富吉著『漢字分解教授法』（初版/1910【明治43】）岡山：細謹舍（発売）（820/A2/3【8499,D】）

呉大五郎、鄭永邦編著『日清英露四語合壁』（初版 /1910【明治43】所蔵 / 5 版（1919））東京：

島田太四郎（820/A7/4【7975,D】）

岡本正文訳『談論新篇 譯本』（初版 /1910【明治43】所蔵 / 再版（1918））東京：文求堂（820/

A7/9-2【8010,D】）

金國璞譯『北京官話今古奇觀 第二編』（初版 /1911【明治44】）東京：文求堂（820/A9/16

【8245,D】）

石山福治著『教科適用・自習参考 支那語独習全書』（初版/1913【大正 2 】）東京：文求堂（820/

A0/65【,D】）

梅村美誠編『A Japanese-Chinese dictionary 日華合璧辭典』（初版 /1913【大正 2 】）東京：日

華合璧辭典発行所（820/A3/16【8252,D】）

石山福治著『支那語獨習全書』（初版 /1913【大正 2 】所蔵 / 5 版（1920））東京：文求堂書店

（827/I1/1【4657,C】）

［記載無］『支那語學教程 巻一』（初版 /1914【大正 3 】）東京：陸軍士官学校（820/A0/53-1

【8397,D】）

［記載無］『支那語學教程 巻二』（初版 /1914【大正 3 】）東京：陸軍士官学校（820/A0/53-2

【8398,D】）

［記載無］『中日徳法英五國語言合壁』（初版 /1914【民国 3 】所蔵 / 再版（1914））北京：有正

局書（820/A7/12【8017,D】）

石山福治著『支那語新會話篇』（初版 /1914【大正 3 】所蔵 / 5 版（1920））東京：文求堂書店

（820/A7/26【8092,D】）

松本龜次郎著『漢譯日本語會話教科書』（初版 /1914【大正 3 】所蔵 /14版（1934））東京：光

榮書店（820/A7/130【8489,D】）
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F. Warrington Eastlake、 P. S Yie『Anglo-Chinese Conversational Dictionary for study and 

reference 華英會話文件辭典』（初版 /1914）上海：The Commercial Press（827.7/K2/1

【4656,C】）

富善原著、石山福治校『官話萃珍』（初版/1915【大正 4 】）東京：文求堂（820/A0/5【7996,D】）

和田正夫編『四聲音訓新編廣益字典』（初版 /1915【大正 4 】）大阪：積善館（820/A3/20

【8471,D】）

石山福治著『支那書翰文講話』（初版 /1915【大正 4 】所蔵 / 3 版（1919））東京：文求堂書店

（827/I1/2【4662,C】）

佐藤留雄著『支那語商業會話』（初版 /1915【大正 4 】）東京：文求堂書店（827/S2/1【4653,C】）

東亞同文書院編纂『華語萃編 初集』（初版 /1916【大正 5 】所蔵 / 訂正5版（1930））上海：東

亞同文書院（820/A7/70【8224,D】）

Evan Morgan『The he Chinese speaker : readings in modern Mandarin 官話彙編』（初版/1916）

上海：Christian Literature Society. Kelly and Walsh（827/B1/1【4663,C】）

東亞同文書院編纂『華語萃編 初集』（初版 /1916【大正 5 】所蔵 /17版（1940））上海：東亞同

文書院支那研究部（827.7/K1/1【4638,B】）

東亞實進社『支那語自習完璧』（初版/1917【大正 6 】）東京：東亞實進社（820/A0/6【8005,D】）

石山福治編『A Japanese and Chinese dictionary 日支大辭彙』（初版 /1917【大正 6 】所蔵 / 5

版（1924））東京：文求堂（820/A3/8【8036,D】）

馬瀛方毅編『平民字典』（初版 /1917【民国 6 】所蔵 / 再版（1918））上海：商務印書館（820/

A3/12【8141,D】）

大橋末彦譯『官話急就篇詳譯』（初版 /1917【大正 6 】所蔵 / 訂正31版（1929））東京：文求堂

書店（820/A7/25-2【8090,D】）

大橋末彦譯『官話急就編詳譯』（初版 /1917【大正 6 】所蔵 / 3 版（1917））東京：文求堂（827/

O1/1【4654,C】）

佐藤留雄著『支那語會話教科書』（初版 /1917【大正 6 】所蔵 / 訂正 6 版（1925））大阪：同文

社（827/S2/2【4655,C】）

佐藤留雄著『支那語會話教科書』（初版 /1917【大正 6 】所蔵 / 増訂11版（1928））大阪：同文

社（827/S2/2a【5045,C】）

渡會貞輔著『支那語叢談』（初版 /1918【大正 7 】）東京：大阪屋號（820/A0/11【8053,D】）

田中定吉編訳『四民須知華語新篇』（初版/1918【大正 7 】）東京：平凡社（820/A0/17【8139,D】）

石橋哲爾著『支那語捷径』（初版 /1918【大正 7 】所蔵 /（1924））東京：暸文堂（820/A0/61
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【8483,D】）

神谷衝平編『善隣書院 支那語講義録 第壹號』（初版 /1918【大正 7 】）東京：善隣書院（827/

Z1/1【4664,C】）

神谷衝平編『善隣書院 支那語講義録 第貮號』（初版 /1918【大正 7 】所蔵 / 再版（1921））東

京：善隣書院（827/Z1/2【4665,C】）

神谷衝平編『善隣書院 支那語講義録 第參號』（初版 /1918【大正 7 】所蔵 / 再版（1921））東

京：善隣書院（827/Z1/3【4666,C】）

神谷衝平編『善隣書院 支那語講義録 第四號』（初版 /1918【大正 7 】）東京：善隣書院（827/

Z1/4【4667,C】）

神谷衝平編『善隣書院 支那語講義録 第五號』（初版 /1918【大正 7 】）東京：善隣書院（827/

Z1/5【4668,C】）

神谷衝平編『善隣書院 支那語講義録 第六號』（初版 /1918【大正 7 】）東京：善隣書院（827/

Z1/6【4669,C】）

神谷衝平編『善隣書院 支那語講義録 第七號』（初版 /1918【大正 7 】）東京：善隣書院（827/

Z1/7【4670,C】）

神谷衝平編『善隣書院 支那語講義録 第八號』（初版 /1918【大正 7 】）東京：善隣書院（827/

Z1/8【4671,C】）

石山福治著『最新支那語學研究法』（初版/1919【大正 8 】）東京：文求堂（820/A0/80【8766,D】）

伊藤正夫編『日支兵語輯要』（初版 /1919【大正 8 】）東京：偕行社（820/A4/2【8102,D】）

文求堂編輯局撰『日支速成會話』（初版 /1919【大正 8 】）東京：文求堂（820/A7/48【8140,D】）

塚本哲三著『改訂新版 漢文の學び方考へ方と解き方』（初版 /1919【大正 8 】所蔵 / 改訂40版

（1924））東京：考へ方研究社（820/A7/59【8183,D】）

神谷衝平編『善隣書院 支那語講義録 第九號』（初版 /1919【大正 8 】）東京：善隣書院（827/

Z1/9【4672,C】）

神谷衝平編『善隣書院 支那語講義録 第拾號』（初版 /1919【大正 8 】）東京：善隣書院（827/

Z1/10【4673,C】）

神谷衝平編『善隣書院 支那語講義録 第拾壹號』（初版 /1919【大正 8 】）東京：善隣書院（827/

Z1/11【4674,C】）

神谷衝平編『善隣書院 支那語講義録 第拾貮號』（初版 /1919【大正 8 】）東京：善隣書院（827/

Z1/12【4675,C】）

張鵬雲編『A complete Chinese-English dictionary 漢英大辞典』（初版 /1920【民国 9 】）上海：
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上海嶺南中学（820/A3/1【7952,D】）

王璞編『實用國語會話』（初版 /1920【民国 9 】所蔵 /13版（1930））上海：商務印書館（820/

A7/57【8165,D】）

張廷彦編『華語初階』（初版 /1920【大正 9 】）東京：文求堂書店（820/A7/62【8204,D】）

馬瀛方毅編『改校國音學生字彙』（初版 /1921【民国10】所蔵 /［記載無］）［上海］：商務印書館

（820/A3/23【8493,D】）

F. W. Baller『 An Idiom a Lesson a short course in elementary Chinese,  日日新』（初版 /1921

【大正10】所蔵 / 4 版（1924））上海：China Inland Mission（820/A7/84【8271,D】）

許德鄰著『注音國語學生會話』（初版 /1921【民国10】）上海：崇文書局（820/A7/85【8272,D】）

南満州鐵道株式會社教育研究所編纂『聲音練習 支那語讀本』（初版 /1921【大正10】）大連：東

亞圖書株式會社（820/A7/110【8396,D】）

張廷彦、李俊漳著『最新官話談論篇』（初版 /1921【大正10】所蔵 / 6 版（1936））東京：文求

堂（827/S1/1【4651,C】）

宮島大八著『支那語會話篇』（初版 /1921【大正10】所蔵 / 再版（1925））東京：文求堂書店

（827.8/M1/1【5043,C】）

田中清之助編『注音華語速修篇』（初版 /1922【大正11】所蔵 / 9 版（1927））大連：大阪屋號

書店（820/A0/12【8083,D】）

佐藤留雄著『新支那語独習』（初版 /1922【大正11】）東京：文求堂（820/A0/31【8278,D】）

石山福治編『中華民國発音字彙』（初版 /1922【大正11】）東京：文求堂（820/A1/6【8077,D】）

櫻庭巖著『支那語警務會話』（初版/1922【大正11】）東京：大阪屋號書店（820/A7/74【8249,D】）

清水安次郎著『Japanese Russian-Chinese Conversation easy and simplified 日露支會話早わ

かり』（初版 /1922【大正11】）東京：日進堂（820/A7/127【8466,D】）

岡本正文閲、米田祐太郎著『和文支那譯研究』（初版 /1922【大正11】）東京：大阪屋號書店

（827/Y1/1【4652,C】）

西島良爾著『對譯 支那語會話六十日間卒業』（初版 /1922【大正11】所蔵 /11版（1923））東

京：富田書房（827.8/N1/1【5042,C】）

富谷兵治郎著『中華言文新編』（初版 /1923【大正12】所蔵 / 2 版（1923））奉天：奉天外国語

学校（820/A0/4【7983,D】）

外国語学研究會編『大正七年以降外國語學高等試験初審問題答解 支那語之部』（初版/1923【大

正12】）東京：干城堂（820/A0/43【8351,D】）

張元俊著『中語全壁』（初版 /1923【大正12】）安東：誠文信書局（820/A0/67【8502,D】）
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莫文暢編『唐字調音英語』（初版 /1923【民国12】）香港：錦福書坊（820/A7/14【8043,D】）

飯河道雄編『現代支那語讀本』（初版 /1923【大正12】所蔵 / 再版（1924））大連：大阪屋號書

店（820/A7/125【8462,D】）

大竹菊三郎譯著『原文譯文對照 支那の文戰研究』（初版 /1923【大正12】）東京：武揚堂書店

（827.5/G1/1【5041,C】）

岡本正文編『支那語教科書』（初版 /1924【大正13】所蔵 /12版（1932））東京：文求堂（820/

A0/40【8331,D】）

神谷衡平、清水元助著『標準中華國語教科書 初級篇』（初版 /1924【大正13】所蔵 / 改訂再版

（1924））東京：文求堂（820/A0/49【8365,D】）

飯河道雄編『官話指南自修書 應對須知篇，使令通話篇』（初版 /1924【大正13】所蔵 /2版

（1928））大連：大阪屋號書店（820/A7/10-2-3【8458,D】）

岡田瓢著『北京官話 常用二千句集』（初版 /1924【大正13】所蔵 /3版（1928））青島：青島華

文書院（820/A7/49【8142,D】）

加藤鎌三郎著、恩霖閲『新名詞會話篇』（初版 /1924【大正13】）大阪：同文社（820/A7/102

【8348,D】）

飯河道雄編『現代支那語讀本詳解』（初版 /1924【大正13】所蔵 / 再版（1927））大連：大阪屋

號書店（820/A7/126【8463,D】）

打田重治郎著『急就篇を基礎とせる支那語獨習』（初版 /1924【大正13】）大連：大阪屋號書店

（820/A7/129【8476,D】）

神谷衡平、清水元助共著『標準 中華國語教科書 初級篇』（初版 /1924【大正13】所蔵 /4版

（1927））東京：文求堂書店（827/H1/1（2） 【5044,C】）

東亞同文書院編纂『華語萃編 二集』（初版 /1924【大正13】所蔵 / 訂正11版（1940））上海：東

亞同文書院支那研究部（827.7/K1/2【4639,B】）

井上翠編『支那現代文教本』（初版 /1924【大正13】所蔵 / 7 版（1936））東京：文求堂書店

（827.7/S1/1【5049,C】）

飯河道雄編『官話指南自修書 官商吐属篇』（初版 /1925【大正14】）大連：大阪屋號書店（820/

A7/10-2-1【8002,D】）

東亞同文書院編『北京官話 旅行用語』（初版 /1925【大正14】所蔵 / 改訂 6 版（1936））上海：

東亞同文書院支那研究所（820/A7/16【8061,D】）

櫻井徳兵衛訳『支那語會話教科書總譯』（初版 /1925【大正14】所蔵 / 4 版（1931））大阪：同

文社（820/A7/39-2【8202,D】）
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石山福治編『日華新會話』（初版 /1925【大正14】）東京：文求堂書店（820/A7/53【8153,D】）

本田清人著『北京官話ローマ字發音付 日華會話』（初版 /1925【大正14】）東京：大阪屋號書店

（820/A7/54【8154,D】）

中谷鹿二著『旅行用支那語會話』（初版 /1925【大正14】所蔵 / 再版（1925））大連：滿蒙文化

協會（820/A7/61【8201,D】）

研究社編輯部 『KENKYUSHA SELF-STUDY SERIES IN HANDY CARD FORM CHINESE 

CLASSICS カード式參考書 漢文解釋』（初版 /1925【大正14】）東京：研究社（820/A7/82

【8263,D】）

加藤鎌三郎著『新新實用支那語會話』（初版/1925【大正14】）東京：大阪屋號書店（820/A7/131

【8490,D】）

佐藤留雄編『標準支那語辭典』（初版 /1926【大正15】所蔵 / 再版（1927））大阪：同文社（820/

A3/18【8289,D】）

服部操著『漢字索引 日華大字典』（初版/1926【大正15】）京都：内外出版（820/A3/9【8037,D】）

飯河道雄編著『ポケット形日本語から支那語の字引』（初版 /1926【大正15】）大連：大阪屋號

（820/A3/11【8075,D】）

飯河道雄編『官話指南自習書 官話問答篇』（初版 /1926【大正15】）大連：大阪屋號書店（820/

A7/10-2-2【8176,D】）

權寧世著『日用支那語 羅馬字及假名附』（初版 /1926【大正15】）東京：大阪屋號書店（820/

A7/22【D】）

中谷鹿二著『日支合辧語から正しき支那語へ』（初版 /1926所蔵 /（1936））大連：満書堂書店

（820/A7/33【D】）

佐藤留雄、杉武夫著『華語叢編』（初版 /1926【大正15】）大阪：同文社（820/A7/58【8191,D】）

中谷鹿二著『和文華譯講義 日本語は斯うして支那語に譯しませう』（初版 /1926【大正15】所

蔵 /8版（1934））大連：大阪屋號書店（827.5/N1/1【5058,C】）

杉武夫著『最新華語會話』（初版 /1927【昭和 2 】）東京：文求堂書店（820/A7/101【8347,D】）

西島良爾著『日支會話問答』（初版/1927【昭和 4 】）大阪：石塚松雲堂（827.8/N2/1【5047,C】）

高田竹山講演『毎日叢書 no.6 漢字の起源と支那古代の文化』（初版 /1928【昭和 3 】所蔵 / 4

版（1929））大阪：大阪毎日新聞社（820/A2/1【8235,D】）

井上翠編著『井上支那語辭典』（初版 /1928【昭和 3 】）東京：文求堂（820/A3/7【8031,D】）

王崑圃著『中華民国語捷徑』（初版 /1928【昭和 3 】）東京：岡崎屋書店（820/A7/36【8114,D】）

秩父固太郎著『注音對譯簡易支那語會話篇』（初版 /1928【昭和 3 】所蔵 /99版（1939））大連：
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大阪屋號書店（820/A7/37【8115,D】）

佐藤留雄著、桜井、徳兵衛補『商業支那語自習』（初版 /1928【昭和 3 】）大阪：同文社（820/

A7/78【8255,D】）

宮脇賢之介著『新体華語階梯』（初版 /1928【昭和 3 】）東京：大阪屋號書店（820/A7/86

【8279,D】）

宮脇賢之介著『新体華語階梯』（初版 /1928【昭和 3 】）東京：大阪屋號書店（820/A7/86（a）

【8452,D】）

下永憲次編著『支那語會話研究者必携 北京語集解』（初版/1928【昭和 3 】）東京：偕行社（820/

A8/2【8143,D】）

何盛三著『北京官話文法』（初版 /1928【昭和 3 】）東京：太平洋書房（828.1/G1/1【5046,C】）

教育部編審處編『注印符號伝習小冊』（初版 /1930【民国19】所蔵 /18版（1939））昆明：中華

書局（820/A1/11【8384,D】）

王雲五著『王雲五大辞典』（初版 /1930【民国19】所蔵 / 8 版（1937））上海：商務印書館（820/

A3/6【8016,D】）

飯河道雄著『携帯自修簡易日用支那語』（初版 /1930【昭和 5 】所蔵 / 7 版（1939））奉天：東

方印書館（820/A7/27【8093,D】）

吳索福、鄭愛堂編『華俄合璧』（初版 /1930【昭和 5 】）哈爾濱：秋林洋行（820/A7/69-1-1

【8221,D】）

吳索福、鄭愛堂編『華俄合璧』（初版 /1930【昭和 5 】）哈爾濱：秋林洋行（820/A7/69-1-2

【8222,D】）

吳索福、鄭愛堂編『華俄合璧 第一冊』（初版 /1930【昭和 5 】）哈爾濱：秋林洋行（820/A7/69-

2-1【8268,D】）

吳索福、鄭愛堂編『華俄合璧 第二冊』（初版 /1930【昭和 5 】）哈爾濱：秋林洋行（820/A7/69-

2-2【8269,D】）

李鳳祥著、祖山惠吉譯『北平通俗談話篇』（初版 /1930【昭和 5 】）大連：滿洲堂書店（820/

A7/128【8474,D】）

石山福治著『支那語新式學習法』（初版/1930【昭和 5 】）東京：文求堂書店（820/I1/1【5048,C】）

平岡孝輔著『外国語の科學』（初版 /1931【昭和 6 】）東京：教育科学社（820/A0/13【8105,D】）

宮島吉敏著『四個星期中華國語支那語四週間』（初版 /1931【昭和 6 】所蔵 /11版（1936））東

京：大学書林（820/A0/19【8182,D】）

溥培蔭著『溥式華語教科書 第一編』（初版 /1931【昭和 6 】所蔵 / 再版（1934））奈良：溥培蔭
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（820/A0/39【8322,D】）

中谷鹿二著『現代華語讀本詳解』（初版 /1931【昭和 6 】所蔵 / 3 版（1934））大連：大阪屋號

書店（820/A7/38【8119,D】）

山田儀四郎著『支那現代文獨修必携』（初版 /1931【昭和 6 】）大分：原田学園（820/A7/44

【8130,D】）

恩霖、上野巍共著『最近分類華語新篇』（初版 /1931【昭和 6 】）東京：大阪屋號書店（820/

A7/77【8254,D】）

吉野美彌雄著『支那語會話教科書』（初版 /1931【昭和 6 】所蔵 / 4 版（1937））京都：平野書

店（820/A7/95【8323,D】）

大阪毎日新聞社東亞通信部編『陳中日支會話便覽』（初版 /1931【昭和 6 】）大阪：大阪毎日新

聞社（820/A7/116【8410,D】）

陸衣言編『交際國語會話』（初版 /1931【民国20】所蔵 / 8 版（1935））上海：世界書局（820/

A7/122【8437,D】）

淺井新太郎編『中華時文教程』（初版/1931【昭和 6 】）東京：松雲堂書店（827.7/C1/1【5050,C】）

岡田正三著『通俗百科全書第拾壹編 漢文音讀論』（初版/1932【昭和 7 】）京都：政經書院（820/

A0/8【8035,D】）

足立忠八郎著『日支會話及時文』（初版 /1932【昭和 7 】）東京：金刺芳流堂（820/A0/16

【8135,D】）

日本放送協会関西支部編『放送テキスト 支那語講座 自昭和七年四月至昭和七年七月、昭和 7

年度第一期』（初版/1932【昭和 7 】）大阪：日本放送出版協會関西支社（820/A0/23【8198,D】）

支那語研究会著『支那語発音早わかり』（初版 /1932【昭和 7 】）東京：外国語研究社（820/

A1/15【8513,D】）

H. Fenn The Five thousand dictionary; a poket dictionary and index to the character cards of 

the North China Union Language School.（初版 /1932）北平：Noth China Union Language 

School（820/A3/3【7977,D】）

渡會貞輔著『支那語漫談』（初版 /1932【昭和 7 】）大連：大阪屋號書店（820/A7/20【8078,D】）

田尻泰著『日支會話提要』（初版 /1932【昭和 7 】）東京：日東書院（820/A7/52【8152,D】）

李仲剛著『現代華語讀本』（初版 /1932【昭和 6 】）大連：大阪屋號書店（820/A7/66【8214,D】）

尹炳燮、西岡正雄編著『最新支那語急修篇』（初版 /1932【昭和 7 】）新義州：三務學校（820/

A7/68【8217,D】）

奈良一雄著『ポケット滿日會話 Manchu Japanse Conversation』（初版 /1932【昭和 7 】所蔵 /
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訂正第10版（1936））東京：尚文堂（820/A8/8【8120,D】）

關東軍參謀部『簡易滿洲語自習書』（初版 /1932【昭和 7 】）大連：關東軍參謀部（820/A8/9

【8137,D】）

神谷衡平、杉武夫、有馬健之助、清水元助、諸岡三郎、藤本敦實、奥平定也、武田寧信、内宮

金城、宮越健太郎著『春陽堂支那語講座 第一巻 發音・會話篇』（初版 /1932【昭和 7 】所

蔵 / 7 版（1934））東京：春陽堂（820.8/S1/1【5053,C】）

神谷衡平、杉武夫、有馬健之助、清水元助、諸岡三郎、藤本敦實、奥平定也、武田寧信、内宮

金城、宮越健太郎著『春陽堂支那語講座 第二巻 文法・作文篇』（初版 /1932【昭和 7 】）東

京：春陽堂（820.8/S1/2【5054,C】）

神谷衡平、杉武夫、有馬健之助、清水元助、諸岡三郎、藤本敦實、奥平定也、武田寧信、内宮

金城、宮越健太郎著『春陽堂支那語講座 第三巻 讀本篇』（初版 /1932【昭和 7 】）東京：春

陽堂（820.8/S1/3【5055,C】）

實藤恵秀著『漢文基準支那現代文捷径』（初版 /1933【昭和 8 】）東京：尚文堂（820/A0/32

【8285,D】）

宮越健太郎、杉武夫共著『最新支那語教科書 改訂版 會話篇』（初版 /1933【昭和 8 】所蔵 / 改

訂28版（1938））東京：外語学院出版部（820/A0/58-1-2【8441,D】）

宮越健太郎、杉武夫共著『最新支那語教科書 會話篇』（初版/1933【昭和 8 】所蔵/ 8 版（1934））

東京：外語学院出版部（820/A0/58-1-2（2） 【8442,D】）

宮越健太郎、杉武夫著『最新支那語教科書 作文篇』（初版 /1933【昭和 8 】所蔵 /10版（1938））

東京：外語学院出版部（820/A0/58-1-4【8444,D】）

宮城健太郎著『最新支那語教科書 作文篇 教授用備考書』（初版 /1933【昭和 8 】）東京：外語

学院出版部（820/A0/58-2-4【8448,D】）

江口良吉著『正しく覺えられる支那語入門』（初版 /1933【昭和 8 】）東京：金正堂（820/A0/59

【8453,D】）

櫻井兵衛、住田照夫共著『最新華語軌範』（初版 /1933【昭和 8 】）大阪：同文社（820/A7/72

【8239,D】）

幸勉著『現代模範官話』（初版 /1933【昭和 8 】）大連：大阪屋號書店（820/A7/81【8261,D】）

金邦彦著『最新會話 華語初階』（初版 /1933【昭和 8 】所蔵 / 訂正 3 版（1939））熊本：熊本縣

支那語學校（820/A7/103【8349,D】）

宮島吉敏、包翰華共著『日滿會話』（初版/1933【昭和 8 】）東京：三省堂（820/A8/12【8138,D】）

田中清之助『日滿對譯 速修新篇』（初版 /1933【昭和 8 】所蔵 / 再版（1934））大連：大阪屋號
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書店（820/A8/13【8247,D】）

神谷衡平、杉武夫、有馬健之助、清、奥平定也、渡俊治、中田謙二郎『春陽堂支那語講座 第四

巻 時文篇』（初版 /1933【昭和 8 】）東京：春陽堂（820.8/S1/4【5056,C】）

神谷衡平、杉武夫、有馬健之助、清、奥平定也、渡俊治、中田謙二郎『春陽堂支那語講座 第五

巻』（初版 /1933【昭和 8 】）東京：春陽堂（820.8/S1/5【5057,C】）

宮島大八編『訂正急就篇』（初版 /1933【昭和 8 】所蔵 / コピー本（1919））東京：善隣書院

（827/M1/1【5168,C】）

松枝茂夫著『漢文学講座第 1 巻 支那現代文 1 』（初版 /1933【昭和 8 】）東京：共立社（827.5/

K1/1【5051,C】）

松枝茂夫著『漢文学講座第 2 巻 支那現代文 2 』（初版 /1933【昭和 8 】）東京：共立社（827.5/

K1/2【5052,C】）

東亞同文書院編纂『華語萃編 三集』（初版 /1933【昭和 8 】所蔵 / 4 版（1939））上海：東亞同

文書院支那研究部（827.7/K1/3【4640,B】）

東亞同文書院編纂『華語萃編 四集』（初版 /1933【昭和 8 】所蔵 / 5 版（1940））上海：東亞同

文書院支那研究部（827.7/K1/4【4641,B】）

木村彦一郎編『支那語教本 上巻』（初版/1934【昭和 9 】）東京：尚文堂（820/A0/50-1【8367,D】）

木村彦一郎編『支那語教本 下巻』（初版/1934【昭和 9 】）東京：尚文堂（820/A0/50-2【8368,D】）

鈴木擇郎編『標準支那語教本 初級編』（初版 /1934【昭和 9 】）上海：東亞同文書院支那研究部

（820/A0/54-1【8402,D】）

鈴木擇郎編『標準支那語教本 初級編』（初版 /1934【昭和10】所蔵 / 改訂 5 版（1938））上海：

東亞同文書院支那研究部（820/A0/54-1（2） 【8403,D】）

鈴木擇郎編『標準支那語教本 高級編』（初版 /1934【昭和10】所蔵 / 改訂 5 版（1938））上海：

東亞同文書院支那研究部（820/A0/54-2【8404,D】）

宮城健太郎、、清水元助編著『最新支那語教科書 時文篇』（初版 /1934【昭和 9 】所蔵 / 7 版

（1938））東京：外語学院出版部（820/A0/58-1-3【8443,D】）

住田照夫著『支那語の初歩』（初版 /1934【昭和 9 】）大阪：文求堂（820/A0/66【8487,D】）

藤木敦實、麻喜正吾編『総合支那語発音字典』（初版 /1934【昭和 9 】所蔵 / 増訂15版（1942））

東京：外語学院出版部（820/A1/4【8068,D】）

魯迻山著『實用英文叢書第二種 新式中英對白會話 up-to-date Chinese English Conversastion』

（初版 /1934【民国23】）上海：暁星書店（820/A7/6【7985,D】）

李仲剛著『現代華語指南 上巻』（初版 /1934【昭和 9 】）大連：大阪屋號書店（820/A7/17-1
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【8069,D】）

李仲剛著『現代華語指南 下巻』（初版 /1934【昭和 9 】）大連：大阪屋號書店（820/A7/17-2

【8516,D】）

權寧世編『かなつき日滿露會話』（初版 /1934【昭和 9 】）東京：大阪屋號書店（820/A7/40

【8122,D】）

矢野、藤助著『支那童話讀本』（初版 /1934【昭和 9 】）東京：尚文堂（820/A7/67【8216,D】）

常静仁編著、神谷衡平校正『官話新編』（初版 /1934【昭和 9 】）東京：尚文堂（820/A7/104

【8366,D】）

岡田博著『基本支那語會話入門』（初版 /1934【昭和 9 】）大阪：駸々堂書店（820/A7/132

【8510,D】）

宮越健太郎、清水元助『支那語講座 附滿蒙語講座』（初版 /1934【昭和 9 】）東京：外語學院出

版部（820/M1/1【5059,C】）

常静仁編著、神谷衡平校正『官話新編』（初版 /1934【昭和 9 】所蔵 / 2 版（1935））東京：尚

文堂（827/J1/1【4660,C】）

包翰華、宮島吉敏著『華語教本』（初版/1935【昭和10】）東京：奎光書院（820/A010-1【8051,】）

魏冰心編『國語一月通』（初版 /1935【民国24】）上海：世界書局（820/A0/63【8465,D】）

入江啓四郎著『中国報紙研究法 支那新聞の讀み方』（初版 /1935【昭和10】所蔵 / 5 版（1939））

東京：タイムス出版社（820/A7/32【8104,D】）

王玉泉編著『日文研究叢書之三 最新實用日語會話大全』（初版 /1935【昭和10】所蔵 / 3 版

（1936））東京：岡崎屋書店（820/A7/55【8155,D】）

藤枝丈夫著『支那語現代文の解釋』（初版 /1935【昭和10】）東京：大学書林（820/A7/87

【8284,D】）

芙鏡蒋編著『初中學生文庫 標準國語應用會話』（初版 /1935【民国24】所蔵 / 5 版（1938））上

海：仲華書局（820/A7/106【8378,D】）

宮越健太郎『日滿會話辞典』（初版 /1935【昭和10】所蔵 / 5 版（1935））東京：富山房（820/

A8/4【8033,D】）

高崎美吉『日滿警察用語集』（初版 /1935【康德 2 】所蔵 / 3 版（1936））營口：營口海邊警察

隊（820/A8/5【8060,D】）

満洲文化普及會編『對譯警察用語會話』（初版 /1935【康德 3 】所蔵 /12版（1940））奉天：満

洲文化普及會（820/A8/6【8064,D】）

桑田義直著編『現代満洲語會話』（初版 /1935【昭和10】）東京：巌松堂書店（820/A8/14
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【8481,D】）

宮島吉敏著『華語教本譯本』（初版 /1936【昭和11】）東京：奎光書院（820/A0/10-2【8438,D】）

志良以環編『官話提要』（初版 /1936【昭和11】所蔵 / 4 版（1937））東京：第一書院（820/

A0/41-1【8335,D】）

宮城健太郎、内之宮金城著『最新支那語教科書 改訂版 讀本篇 上巻』（初版/1936【昭和11】所

蔵 / 改訂 8 版（1938））東京：外語学院出版部（820/A0/58-1-1【8440,D】）

幸勉著『注音對譯華語會話篇』（初版 /1936【昭和11】）大連：大阪屋號書店（820/A7/35

【8112,D】）

飯河道雄著『增補 中日對譯日語會話寶典』（初版 /1936【昭和 8 】所蔵 /62版（1936））奉天：

東方印書館（820/A7/75【8250,D】）

宮越健太郎編『中國國語 第二册』（初版 /1936【昭和11】所蔵 / 訂正再版（1937））東京：富山

房（820/A7/98-2【8326,D】）

宮越健太郎編『中國國語 第三册』（初版 /1936【昭和11】所蔵 / 訂正再版（1937））東京：富山

房（820/A7/98-3【8327,D】）

宮越健太郎編『中國國語 第四册』（初版 /1936【昭和11】所蔵 / 訂正再版（1937））東京：富山

房（820/A7/98-4【8328,D】）

宮越健太郎編『中國國語 第五册』（初版 /1936【昭和11】所蔵 / 訂正再版（1937））東京：富山

房（820/A7/98-5【8329,D】）

京谷正一『是城十一月號付録 銀行實務日滿會話』（初版 /1936【昭和11】）大連：滿洲銀行友會

本部（820/A8/7【8088,D】）

三原増水『滿洲語會話獨習』（初版 /1936【昭和11】）奉天：滿洲文化普及會（820/A8/15

【8482,D】）

渡會貞輔著『支那語叢話』（初版 /1937【昭和12】所蔵 / 再版（1938））東京：外語学院出版部

（820/A0/2【7980,D】）

日本放送協会編『ラヂオ・テキスト 速成支那語（昭和十三年度冬期）』（初版 /1937【昭和12】）

東京：日本放送出版協會（820/A0/24【8199,D】）

奈良和夫編『支那語教科書 第一巻』（初版 /1937【昭和12】所蔵 /14版（1938））東京：第一書

院（820/A0/35-1-1【8337,D】）

奈良和夫編『支那語教科書 第二巻』（初版 /1937【昭和12】所蔵 /10版（1937））東京：第一書

院（820/A0/35-1-2【8338,D】）

奈良和夫編『支那語教科書 第四巻』（初版 /1937【昭和12】所蔵 /10版（1937））東京：第一書
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院（820/A0/35-1-4【8340,D】）

奈良和夫編『支那語教科書 第五巻』（初版 /1937【昭和12】所蔵 /10版（1937））東京：第一書

院（820/A0/35-1-5【8341,D】）

奈良和夫著『支那語教科書総譯 第一巻』（初版 /1937【昭和12】所蔵 /10版（1937））東京：第

一書院（820/A0/35-2-1【8309,D】）

奈良和夫著『支那語教科書総譯 第二巻』（初版 /1937【昭和12】所蔵 /10版（1938））東京：第

一書院（820/A0/35-2-2【8310,D】）

奈良和夫著『支那語教科書総譯 第三巻』（初版 /1937【昭和12】所蔵 /10版（1938））東京：第

一書院（820/A0/35-2-3【8311,D】）

奈良和夫著『支那語教科書総譯 第四巻』（初版 /1937【昭和12】所蔵 /10版（1938））東京：第

一書院（820/A0/35-2-4【8312,D】）

奈良和夫著『支那語教科書総譯 第五巻』（初版 /1937【昭和12】所蔵 /10版（1938））東京：第

一書院（820/A0/35-2-5【8313,D】）

小倉隆編『官話提要 詳解』（初版 /1937【昭和12】）東京：太陽産業（820/A0/41-2【8336,D】）

宮城健太郎、内之宮金城共著『最新支那語教科書 教授用備考書 讀本篇 上巻』（初版/1937【昭

和12】）東京：外語学院出版部（820/A0/58-2-1【8445,D】）

井上翠編『井上ポケット日華辭典』（初版 /1937【昭和12】所蔵 /29刷（1941））東京：文求堂

（820/A3/15【8243,D】）

大阪朝日新聞東亜部編『支那語早わかり』（初版 /1937【昭和12】）大阪：朝日新聞社（820/

A7/71【8230,D】）

岡田博編『最新華語初歩』（初版 /1937【昭和12】所蔵 / 再版（1939））京都：平野書店（820/

A7/100【8346,D】）

野副重勝著『滿日銀行會話』（初版 /1937【昭和12】所蔵 / 3 版（1937））東京：巌松堂書店

（820/A8/3【7976,D】）

岡田博著『支那語教授新論』（初版 /1938【昭和13】）大阪：駸々堂（820/A0/22【8194,D】）

奈良和夫編『支那語教科書 第三巻』（初版 /1938【昭和13】所蔵 /10版（1937））東京：第一書

院（820/A0/35-1-3【8339,D】）

宗鴻内著『華語要訣』（初版 /1938【昭和13】所蔵 /12版（1939））東京：三省堂（820/A0/64

【8480,D】）

［記載無］『日本評論三月號・別册附録 支那語讀本 附ローマ字對照支那地名 常用發音字典』（初

版 /1938【昭和13】）東京：日本評論社（820/A0/69【8511,D】）
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張源祥著『支那語の発音』（初版 /1938【昭和13】）西宮：東方學藝社（820/A1/3【8063,D】）

藤枝丈夫著『現代支那語の発音指導』（初版/1938【昭和13】）東京：育生社（820/A1/8【8180,D】）

倉石武四郎著『支那語発音篇』（初版 /1938【昭和13】所蔵 /11版（1940））東京：弘文堂（820/

A1/9【8303,D】）

青井六幽著『漢字の眞源 附 漢字畫半案』（初版/1938【昭和13】）名古屋：六幽書院（820/A2/2

【8494,D】）

丁卓編『中日會話集』（初版/1938所蔵/合訂本（1939））上海：求進書屋（820/A7/19（2） 【,D】）

加藤鎌三郎著『北京官話讀本』（初版 /1938【昭和13】）東京：大阪屋號書店（820/A7/34

【8109,D】）

倉石武四郎編『支那語讀本 巻一』（初版 /1938【昭和13】所蔵 / 3 版（1939））東京：弘文堂書

房（820/A7/89【8305,D】）

傳芸子著『支那語會話篇一名「小北京人」』（初版 /1938【昭和13】所蔵 / 再版（1940））東京：

弘文堂書房（820/A7/90【8306,D】）

矢野藤助著『支那語會話 初級篇』（初版/1938【昭和13】）東京：尚文堂（820/A7/105【8369,D】）

柳良著『日用商業 模範支那語會話』（初版 /1938【昭和13】）東京：寶文館（820/A7/107

【8380,D】）

中谷鹿二著『無師自通中日對譯 日語會話入門』（初版 /1938【昭和13】）大連：善隣社（820/

A7/115【8409,D】）

楊良著『滿支縦横恭展 實用北京語會話』（初版 /1938【昭和13】）神戸：楊良（820/A7/117

【8411,D】）

倉石武四郎編『倉石中等支那語 巻一』（初版 /1939【昭和14】所蔵 / 3 版（1940））東京：弘文

堂書房（820/A0/34-1-1【344,D】）

倉石武四郎著『倉石中等支那語 巻一 教授資料』（初版 /1939【昭和14】）東京：弘文堂書房

（820/A0/34-2-1【8301,D】）

土屋明治、鮑啓彰著『支那語資料 上巻』（初版 /1939【昭和14】）東京：弘道館（820/A0/36-1

【8315,D】）

土屋明治、鮑啓彰著『支那語資料 下巻』（初版 /1939【昭和14】）東京：弘道館（820/A0/36-2

【8316,D】）

神谷衡平、岩井武男著『支那語教科書（基礎・會話文の作り方）』（初版 /1939【昭和14】）東

京：帝國書院（820/A0/38【8320,D】）

宮越健太郎、杉武夫著『支那語基礎會話 上巻』（初版 /1939【昭和14】）東京：外語學院出版部
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（820/A0/42-1【8342,D】）

宮越健太郎、杉武夫著『支那語基礎會話 下巻』（初版 /1939【昭和14】）東京：外語学院出版部

（820/A0/42-1【8343,D】）

鮑啓彰、土屋明治著『支那語新教科書 上巻』（初版 /1939【昭和14】所蔵 / 5 版（1939））東

京：弘道館（820/A0/47-1【8358,D】）

鮑啓彰、土屋明治著『支那語新教科書 下巻』（初版 /1939【昭和14】所蔵 / 再版（1939））東

京：弘道館（820/A0/47-2【8359,D】）

宮原民平著『新編中等支那語教本 巻一』（初版 /1939【昭和14】）東京：東京開成館（820/

A0/48-1【8360,D】）

宮原民平著『新編中等支那語教本 巻二』（初版 /1939【昭和14】）東京：東京開成館（820/

A0/48-2【8361,D】）

宮原民平著『新編中等支那語教本 巻三』（初版 /1939【昭和14】）東京：東京開成館（820/

A0/48-3【8362,D】）

宮原民平著『新編中等支那語教本 巻四』（初版 /1939【昭和14】）東京：東京開成館（820/

A0/48-4【8363,D】）

宮原民平著『新編中等支那語教本 巻五』（初版 /1939【昭和14】）東京：東京開成館（820/

A0/48-5【8364,D】）

青柳篤恒、呉主慧著『標準商業支那語教科書』（初版 /1939【昭和14】）東京：松邑三松堂（820/

A0/57【8439,D】）

長澤規矩也編『新撰支那時文辭典』（初版/1939【昭和14】）東京：三省堂（820/A3/14【8341,D】）

大学書林編集部編『日華會話練習帳』（初版 /1939【昭和14】所蔵 / 4 版（1952））東京：大学

書林（820/A7/50【8147,D】）

果浩東著『增訂北京語實用會話 上卷』（初版 /1939【昭和14】所蔵 / 増訂 3 版（1933））神戸：

華語学会（820/A7/76-1-1【8251,D】）

果浩東著『增訂北京語實用會話 下卷』（初版 /1939【昭和15】）神戸：華語学会（820/A7/76-

1-2【8273,D】）

果浩東著『増補北京語實用會話 上巻 備攷録』（初版 /1939【昭和14】）神戸：華語學會（820/

A7/92【8314,D】）

宮島吉敏、包翰華共著『日常華語會話』（初版/1939【昭和14】）東京：東京開成館（820/A7/94-1

【8321,D】）

吉野美彌雄著『華語教程』（初版 /1939【昭和14】）京都：平野書店（820/A7/96【8324,D】）
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松枝茂夫著『標準支那語會話 初級篇』（初版 /1939【昭和14】）東京：右文書院（820/A7/97

【8325,D】）

白廷蕡著『最新中華會話教科書』（初版 /1939【昭和14】）東京：大阪屋號書店（820/A7/99

【8330,D】）

藤木敦實、麻喜正吾共著『標準 支那語會話教科書 上巻』（初版 /1939【昭和14】）東京：光生

館（820/A7/109-1【8386,D】）

藤木敦實、麻喜正吾共著『標準 支那語會話教科書 下巻（應用篇）』（初版 /1939【昭和14】）東

京：光生館（820/A7/109-2【8387,D】）

佟昱昌、近藤子周共著『最新支那語商業會話』（初版 /1939【昭和14】）東京：文求堂書店（820/

A7/113【8406,D】）

藤井清編『旅行必携 漢字標音 袖珍 滿（華）日簡易會話』（初版 /1939【昭和14】）奉天：日本國

際觀光局（820/A7/114【8408,D】）

蔡元藻、清野良一共編『（活用自由自在）直ぐに役だつ支那語會話』（初版 /1939【昭和14】）東

京：昇龍堂書店（820/A7/119【8413,D】）

武田寧信著『興亞支那語讀本』（初版 /1939【昭和14】）東京：三省堂（820/A7/121【8436,D】）

香坂順一著『受験参考 時文和譯法［語型篇］』（初版 /1940【昭和15】）東京：外国語学院出版

社（820/A0/14-1【8116,D】）

香坂順一著『受験参考 時文和譯法［単語篇］』（初版 /1940【昭和15】）東京：外国語学院出版

社（820/A0/14-2【8117,D】）

倉石武四郎編『倉石中等支那語 巻二』（初版 /1940【昭和15】）東京：弘文堂書房（820/A0/34-

1-2【8345,D】）

倉石武四郎著『倉石中等支那語 巻二 教授資料』（初版 /1940【昭和15】）東京：弘文堂書房

（820/A0/34-2-2【8302,D】）

奥平定世著『模範支那語教程 上巻』（初版 /1940【昭和15】）東京：開隆堂（820/A0/46-1

【8356,D】）

奥平定世著『模範支那語教程 下巻』（初版 /1940【昭和15】）東京：開隆堂（820/A0/46-2

【8357,D】）

奥村義盛『華語教科書』（初版 /1940【昭和15】）東京：晃文社（820/A0/56【8419,D】）

工藤旨浩著『支那語發音の仕方（注音符號解説）』（初版 /1940【昭和15】）東京：文求堂（820/

A1/2【8062,D】）

竹田復、魚返善雄著『支那語發音四聲速習表』（初版/1940【昭和15】）東京：三省堂（820/A1/7
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【8156,D】）

吉利平次郎編『支那語入實用新辭典 大陸地圖付』（初版 /1940【昭和15】所蔵 / 再版（1940））

東京：愛の事業社（820/A3/17【8288,D】）

田中慶太郎編『支那文を讀む爲の漢字典』（初版 /1940【昭和15】所蔵 / 3 版（1946））東京：

文求堂（820/A3/22【8492,D】）

徐仁怡著『支那語第一歩』（初版 /1940【昭和15】）東京：白水社（820/A7/8【8007,D】）

丁卓編『中日會話集』（初版/1940所蔵/三音版（1942））上海：三通書局（820/A7/19（3） 【,D】）

表文化著『支那語會話練習帳』（初版 /1940【昭和15】）東京：タイムス出版社（820/A7/42

【8125,D】）

倉石武四郎著『支那語飜譯篇 巻二』（初版 /1940【昭和15】）東京：弘文堂書房（820/A7/91

【8317,D】）

吉野美彌雄著『支那語讀本 A』（初版/1940【昭和15】）東京：博多成象堂（820/A7/93【8317,D】）

宮島吉敏、包翰華共著『日常華語會話教授必攜』（初版 /1940【昭和15】）東京：東京開成館

（820/A7/94-2【8318,D】）

藤木敦實麻喜正吾共著『標準 支那語會話教科書 下巻（應用篇）御教授用參考書』（初版 /1940

【昭和15】）東京：光生館（820/A7/109-2-2【8388,D】）

張文華著『基本華語讀本 巻一』（初版/1940【昭和15】）東京：開隆堂（820/A7/112-1【8400,D】）

張文華著『基本華語讀本 巻二』（初版/1940【昭和15】）東京：開隆堂（820/A7/112-2【8401,D】）

倉石武四郎著『支那語教育の理論と実際』（初版 /1941【昭和16】）東京：岩波書店（820/A0/30

【,D】）

久世宗一著『學び易い北京語の本』（初版 /1941【昭和16】）北京：永増書局（820/A0/37

【8319,D】）

木全徳太郎編『初歩官話語彙』（初版 /1941【昭和16】）東京：文求堂（820/A1/5【8076,D】）

張源祥著『支那語の発音』（初版 /1941【昭和16】）東京：象山閣（820/A1/10【8379,D】）

小澤照治、張英符著『速修北京語教本』（初版 /1941【昭和16】）奉天：大東文化協會（820/

A7/41【8124,D】）

張源祥著『支那語の會話』（初版 /1941【昭和16】）東京：象山閣（820/A7/60【8197,D】）

落久田保半一著『華語新編 初級篇』（初版 /1941【昭和16】）大阪：京極書店（820/A7/111

【8399,D】）

國務院總務廳人事處編纂『官署用會話讀本（満洲語編）』（初版 /1941【康德 8 】）新京：印刷廠

（820/A8/11【8200,D】）
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後藤朝太郎著『佛印・泰支那言語の交流』（初版 /1942【昭和17】）東京：大東出版社（820/

A0/21【8186,D】）

熊野正平著『中国標準語教本詳解 教授用参考書』（初版 /1942【昭和17】）東京：三喜堂（820/

A0/25【8206,D】）

香坂順一著『新編支那語発音辞典』（初版 /1942【昭和17】）東京：タイムス出版社（820/A1/13

【8484,D】）

中澤信三著『憲兵支那語會話』（初版 /1942【昭和17】）東京：螢雪書院（820/A7/46【8134,D】）

鴻山俊雄著『全國通用簡易支那語 一名北京語と上海語廣東語』（初版 /1943【昭和18】）兵庫：

東亞学社（820/A0/55【8412,D】）

永持德一著『趣味の支那語』（初版 /1943【昭和18】）東京：泰山房（820/A8/1【8485,D】）

宮越健太郎校閲、旺文社編『華日大辞典』（初版 /1950【昭和25年】）東京：旺文社（820/A3/4

【7982,D】）

牧相愛撰『燕音集』（初版 /［1900］【［明治33］】所蔵 /［記載無］）［記載無］：［出版者記載無］

（820/A1/16【8767,D】）

John Darroch Brush up your Chinese and grammar （初版/［記載無］【［記載無］】所蔵/［記載

無］）［記載無］：The New Asia Book CO. 新亞圖書公司（820/A0/3【7981,D】）

桑浩如編『講習會用華語教材』（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 /［記載無］）［大阪］：大阪

日華同願會（820/A0/18【8162,D】）

J. Darroch Chinese self-taught by the natural method with phonetic pronunciation (thimmʼs 

system)（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 /2nd（1916））ロンドン：E. Marlborough（820/

A0/20（2） 【8274,D】）

J. Darroch Marlborroughs Chinese self-taught （初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 /3nd（1931））

中国：The New Asia Book CO. 新亞圖書公司（820/A0/20（3） 【8185,D】）

［記載無］『支那語講習テキスト』（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 /［記載無］）［記載無］：

［記載無］（820/A0/33【8295,D】）

［記載無］『支那時文解釋［他］』（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 /［記載無］）［記載無］：［記

載無］（820/A0/45【8353,D】）

外語学院出版部編『最新支那語教科書 會話篇 教授用備考書』（初版 /［記載無］【［記載無］】所

蔵 /［記載無］）東京：外語学院出版部（820/A0/58-2-2【8446,D】）

宮城健太郎清水元助編『最新支那語教科書 時文篇 教授用備考書』（初版/［記載無］【［記載無］】

所蔵 /［記載無］）東京：外語学院出版部（820/A0/58-2-3【8447,D】）
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飯河道雄主幹『支那語速成講座（學習法講話，發音法講話，官話九就篇講話，繪晝式分類會話

講話，家庭，交際，商業會話講話，日語支那譯法講話，初等日本話讀本支那譯法講話，時文

入門講話，民國時文華選講話，民國尺牘入門講話，民國商業尺牘講話）』（初版 /［記載無］

【［記載無］】所蔵/［記載無］）［記載無］：東方文化會（820/A0/70【8526/8527/8528/8529/8530/

8531/8532,D】）

『俗話傾談 上巻』（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 /（1903））［記載無］：文裕堂公司（820/

A7/3-1【7971,D】）

『俗話傾談 下巻』（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 /（1903））［記載無］：文裕堂公司（820/

A7/3-2【7972,D】）

丁卓編『中日會話集』（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 / 再版（1937））上海：求進書屋（820/

A7/19（1） 【D】）

中西次郎著『実用支那語會話』（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 /（1920））大連：大阪屋號書

店（820/A7/21【8084,D】）

足立忠八郎著『北京官話 日清商業會話』（初版/［記載無］【［記載無］】所蔵/訂正 5 版（1924））

東京：金刺芳流堂（820/A7/30【8098,D】）

東亜協會編纂部著『速成日支實用會話』（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 / 再版（1918））大

阪：田中太右衛門（820/A7/31【8103,D】）

佐藤留雄著『支那語會話教科書』（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 / 増訂版（1924））［記載

無］：同文社（820/A7/39-1【8121,D】）

張毓靈選『華語指南』（初版/［記載無］【［記載無］】所蔵/［記載無］）［記載無］：［記載無］（820/

A7/43【8126,D】）

参謀本部編『日清會話』（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 /（1884））［東京］：参謀本部（820/

A7/45（1） 【D】）

参謀本部編『日清會話』（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 /（1904））東京：一二三館（発売）

（820/A7/45（2） 【D】）

足立忠八郎著『北京官話 實用日清會話』（初版/［記載無］【［記載無］】所蔵/訂正 4 版（1914））

東京：金刺芳流堂（820/A7/47【8136,D】）

［記載無］『日語百日通』（初版/［記載無］【［記載無］】）［記載無］：［記載無］（820/A7/88【8290,D】）

張廷彦著『日清語入門』（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 /［記載無］）［記載無］：［記載無］

（820/A7/120【8414,D】）

［記載無］『附録 現行満洲語公文用語表解（其一 其二）』（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 /
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［記載無］）［記載無］：［記載無］（820/A8/16【8535,D】）

［記載無］『偕行社記事附録 外国語 支那語之部』（初版 /1928-1930【昭和3.9-5.3】所蔵 /［記

載無］）東京：偕行社（820/A0/44【8352,D】）

松岡菊次郎著『簡單なる軍事用 日支會話』（初版 /1937印刷【昭和12印刷】）［記載無］：［記載

無］（820/A7/108【8381,D】）

大槻文彦解『支那文典 乾』（初版 /1877【明治10】）東京：文求堂（820/A5/9-1【8022,D】）

大槻文彦解『支那文典 坤』（初版 /1877【明治10】）東京：文求堂（820/A5/9-2【8023,D】）

高第丕張儒珍著;金谷昭訓點『大清文典』（初版/1877【明治10】）［東京］：青山清吉（820/A5/33

【8750,E】）

興亞會支那語學校編『新校語言自邇集 散語之部』（初版/1880【明治13】）東京：飯田平作（820/

A4/14【8765,E】）

M. T. Yates『First Lessons in Chinese. 中西譯語妙法』（初版/1899）上海：American Presbyterian 

Mission Press（820/A5/4【7970,D】）

青柳篤恒編『支那語助辭用法 附應用問題及答解』（初版 /1902【明治35】）東京：文求堂（820/

A5/30【8460,D】）

中島庄太郎編『和文対照 支那書翰文』（初版 /1903【明治36】）大阪：欽英堂（820/A6/13

【8146,D】）

原口新吉編『支那語異同辨』（初版 /1904【明治37】）東京：文求堂（820/A4/5【8208,D】）

張延彦著『支那語動字用法』（初版 /1904【明治37】）東京：文求堂（820/A5/8【8013,D】）

來原慶助著『對譯清語活法 附録支那時文速知』（初版 /1905【明治38】）東京：三省堂（820/

A4/6【8234,D】）

石山福治著『支那語獨案内』（初版 /1905【明治38】所蔵 / 8 版（1919））東京：文求堂（820/

A5/10【8057,D】）

張延彦、田中慶太郎著『官話文法』（初版 /1905【明治38】）東京：田中慶太郎（820/A5/16

【8111,D】）

廣池千九郎著『支那文典』（初版 /1905【明治38】所蔵 / 再版（1906））東京：早稲田大学出版

部（820/A5/34【8763,E】）

足立忠八郎編『新撰清國時文輯要』（初版 /1905【明治38】）東京：金刺芳流堂（820/A6/26

【8212,D】）

中島錦一郎、杉房之助編『日華時文辭林』（初版 /1906【明治39】）東京：東亞公司書籍部（820/

A4/7【8244,D】）
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岡崎太郎著『The practical English, Chinese and Japanese commercial letter-writer. 日清英實

用商業書簡文範』（初版 /1907【明治40】）東京：一星社（820/A6/31【8260,D】）

唐芸洲著『日清對照通俗文範』（初版 /1907【明治40】）東京：國光社（820/A6/57【8495,D】）

皆川秀孝著『支那語動詞形容詞用法』（初版/1908【明治41】）東京：文求堂（820/A5/5【7986,D】）

石山福治著『支那語文典』（初版 /1908【明治41】）東京：文求堂（820/A5/22【8179,D】）

P.Henri Boucher.『徐滙課本（法文科）第一年用 Introduction a lʼetude de la langue Francaise 

a lʼusage des eleves chinois 法語進階』（初版 /1909）上海：上海徐家滙土山灣印書館（820/

A5/3【7964,D】）

陳煒也著『普通商業應用白話尺牘 巻一』（初版 /1909【宣統 1 】所蔵 /13版（1918））上海：朝

記書荘（820/A6/1-1【7989,D】）

陳煒也著『普通商業應用白話尺牘 巻二』（初版 /1909【宣統 1 】所蔵 /13版（1918））上海：朝

記書荘（820/A6/1-2【7990,D】）

陳煒也著『普通商業應用白話尺牘 巻三』（初版 /1909【宣統 1 】所蔵 /13版（1918））上海：朝

記書荘（820/A6/1-3【7991,D】）

陳煒也著『普通商業應用白話尺牘 巻四』（初版 /1909【宣統 1 】所蔵 /13版（1918））上海：朝

記書荘（820/A6/1-4【7992,D】）

宮錦舒著、岡本正文閲『最新言文一致 支那語文典』（初版 /1912【大正 1 】所蔵 / 再版（1919））

東京：文求堂（820/A5/21【8178,D】）

石山福治著『支那書翰文講話』（初版 /1915【大正 4 】）東京：文求堂（820/A6/18【8177,D】）

山田勝治著『支那時文講義全集』（初版 /1916【大正 5 】）東京：故山田勝治君遺稿出版所（820/

A6/20【8183,D】）

竹内元平譯『詳註支那時文萃選』（初版 /1918【大正 7 】）東京：文求堂（820/A6/56【8464,D】）

C. D. Tenney『English lessons 英文法程初集』（初版/1920）ロンドン：Macmillan and Co.（820/

A5/31【8496,D】）

馬國英編『新式標點符號使用法』（初版 /1922【民国11】所蔵 /31版（1942））上海：中華書局

（820/A5/25【8294,D】）

湯山昇、村岡敦實編『分類支那尺牘』（初版 /1922【大正11】）東京：文求堂（820/A6/11

【8144,D】）

邵哲民著『言文對照 國民新尺牘』（初版 /1922【民国11】）上海：上海會文堂書局（820/A6/24

【8195,D】）

宮脇賢之介著『最新支那時文 附 現行支那關税概論』（初版 /1923【大正12】）東京：大阪屋號
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（820/A6/7【8073,D】）

淺田彌五郎著『同訓異義 支那日用語使用法』（初版 /1924【大正13】）東京：偕行社（820/A4/4

【8127,D】）

飯河道雄著『譯注．聲音．重念附 支那語難語句例解』（初版 /1924【大正13】）大連：大阪屋號

（820/A4/8【8253,D】）

張延彦著『華語捷径』（初版 /1924【大正13】）東京：文求堂（820/A5/17【8123,D】）

岡本正文橋川浚著『支那書翰文初歩』（初版 /1924【大正13】）東京：大阪屋號（820/A6/27

【8218,D】）

石山福治著『現代支那書翰文例解』（初版/1924【大正13】）東京：文求堂（820/A6/29【8220,D】）

鈴木萬太郎、下江憲次編『北京官話俗諺集解』（初版 /1925【大正14】）東京：大阪屋號（820/

A4/9【8028,D】）

岡本茂著『支那文語口語文典』（初版 /1925【大正14】）東京：偕行社（820/A5/13【8080,D】）

倉石武四郎著『支那語法入門』（初版 /1925【大正14】所蔵 /5版（1940））東京：弘文堂（820/

A5/28【8377,D】）

呉清安、祖山惠吉編『支那書翰文自由自在』（初版 /1926【大正15】）大連：満書堂書店（820/

A6/12【8145,D】）

金堂文雄著『白話體支那語の手紙』（初版/1926【大正15】）上海：至誠堂（820/A6/33【8281,D】）

中谷鹿二著『和文華譯講義 日本語は斯うして支那語に譯しませう』（初版 /1926【大正15】）大

連：善隣社（820/A6/58【8497,D】）

張振武編『分類詳解 新軍用公文程式大全 第一編』（初版 /1927【民国16】）上海：中原書局

（820/A6/17-1【8167,D】）

張振武編『分類詳解 新軍用公文程式大全 第二編』（初版 /1927【民国16】）上海：中原書局

（820/A6/17-2【8167,D】）

張振武編『分類詳解 新軍用公文程式大全 第三編』（初版 /1927【民国16】）上海：中原書局

（820/A6/17-3【8167,D】）

張振武編『分類詳解 新軍用公文程式大全 第四編』（初版 /1927【民国16】）上海：中原書局

（820/A6/17-4【8167,D】）

黎錦煕編『新著國語文法 中等學校用』（初版/1929【民国18】）［上海］：商務印書館（820/A5/32

【8517,D】）

陳徳安、村上信太郎合著『新式標點華語演説集』（初版/1929【昭和 2 】所蔵/訂正再版（1928））

大連：満書堂（820/A6/61【8512,D】）
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岩村成允著『支那現代文講座詳解』（初版 /1930【昭和15】）東京：日本放送出版協會（820/

A6/35【8283,D】）

櫻井徳兵衛編『高等支那商業文範』（初版/1930【昭和 5 】）大阪：同文社（820/A6/42【8420,D】）

櫻井徳兵衛、辻原八二三著『Outline of Chinese Grammar 華語文法教程』（初版 /1931【昭和

6 】）大阪：同文社（820/A5/15【8110,D】）

幸勉著『言文對照 初等支那時文』（初版/1931【昭和 6 】）大連：大阪屋號（820/A6/22【8189,D】）

樂嘉煊編『世界語初級講義』（初版 /1932所蔵 / 改訂再版（1935））上海：中國世界語書店（820/

A5/20【8172,D】）

岩村成允編『常識としての支那現代文』（初版 /1932【昭和 7 】）東京：東亞研究会（820/A6/10

【8101,D】）

矢野藤助著『改訂版支那語作文初級篇』（初版 /1932【昭和 7 】所蔵 / 改訂 4 版（1936））東京：

尚文堂（820/A6/41【8389,D】）

劉實著『日文満洲國公文作法解説』（初版 /1933【大同 2 】）［記載無］：文教部（820/A6/2

【8054,D】）

張鋭殷菊亭編『公文程式與保管』（初版/1934【民国23】）上海：商務印書館（820/A6/5【8067,D】）

城臺正著『現行満洲帝国公文提要』（初版 /1935【康徳 2 】）新京：満洲行政學會（820/A6/4

【8066,D】）

清水元助有馬健之助著『時文研究 支那新聞の讀み方』（初版 /1935【昭和10】）東京：外語學院

出版部（820/A6/23【8190,D】）

北村澤吉著『漢文法助字要訣』（初版/1936【昭和11】）東京：中文館書店（820/A5/14【8108,D】）

呉主恵著、青柳篤恒校閲『會話應用發音添附 華語文法研究』（初版 /1936【昭和11】）東京：文

求堂（820/A5/19【8171,D】）

清水元助、鐘ヶ江信光著『言文對照初級支那時文講義』（初版 /1936【昭和11】所蔵 / 再版

（1937））東京：外語學院出版部（820/A6/6【8070,D】）

清水元助、鐘ヶ江信光著『言文對照初級支那時文講義』（初版 /1936【昭和11】所蔵 / 6 版

（1941））東京：外語學院出版部（820/A6/6（a） 【8280,D】）

李公耳著『言文對照分類詳註 商人新尺牘』（初版 /1937【民国26】）上海：春明書店（820/A6/8

【8099,D】）

楊良著『日華俗語對照』（初版 /1938【昭和13】）神戸：楊良（820/A4/10【8052,D】）

岩井武男著『簡易支那語會話文法』（初版 /1938【昭和13】所蔵 / 3 版（1946））東京：龍文書

局（820/A5/24【8236,D】）
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倉石武四郎著『支那語語法篇』（初版 /1938【昭和13】）東京：弘文堂（820/A5/26【8304,D】）

有馬健之助著『誰にもわかる支那商業書書翰文の讀み方』（初版 /1938【昭和13】）東京：外語

学院出版部（820/A6/32【8276,D】）

大東文化協會編『支那時文讀本』（初版 /1938【昭和13】）東京：東京開成館（820/A6/39

【8334,D】）

宮原民平編『最新支那時文』（初版/1938【昭和13】）東京：東京開成館（820/A6/43-1【8421,D】）

宮原民平編『最新支那時文 教授備考』（初版/1938【昭和13】）東京：東京開成館（820/A6/43-2

【8422,D】）

杉武夫編著『日支對譯 支那語演説挨拶式辭集』（初版 /1938【昭和13】）東京：外語學院出版部

（820/A6/59【8498,D】）

奥平定世譯註『Kleine Chinesische sprachlehreim dialekt der nordchinesischen umgangssprache 

ザイデル簡易支那語文典』（初版 /1939【昭和14】）東京：三修社（820/A5/29【8455,D】）

佐々木微笑著『最新支那商業書翰文 讀み方と作り方』（初版 /1939【昭和14】）東京：三省堂

（820/A6/21【8188,D】）

住田照夫著『簡易詳解支那商業文』（初版/1939【昭和14】）大阪：文友堂（820/A6/28【8219,D】）

三省堂編輯所編『中等時文教本』（初版 /1939【昭和14】所蔵 / 修正再版（1940））東京：三省

堂（820/A6/37【8332,D】）

陳清金、七理重恵共編『支那時文 前篇』（初版 /1939【昭和14】）東京：明治書院（820/A6/38

【8333,D】）

原富男編『興亞時文 中等學校用 全』（初版 /1939【昭和14】）東京：帝国書院（820/A6/40-1

【8355,D】）

原富男編『興亞時文 中等學校用 前篇』（初版 /1939【昭和14】）東京：帝国書院（820/A6/40-

2-1【8356,D】）

鹽谷温編『中等學校支那時文讀本』（初版/1939【昭和14】）東京：開隆堂（820/A6/44【8423,D】）

鹽谷温編『中等學校時文新編 上』（初版/1939【昭和14】）東京：開隆堂（820/A6/45-1【8424,D】）

鹽谷温編『中等學校時文新編 下』（初版/1939【昭和14】）東京：開隆堂（820/A6/45-2【8425,D】）

吉野美彌雄編『中等教科 時文教本』（初版 /1939【昭和14】所蔵 / 訂正再版（1940））京都：星

野書店（820/A6/47【8427,D】）

藤木敦實、麻喜正吾編『新撰 中等時文』（初版 /1939【昭和14】）東京：光生館（820/A6/48

【8428,D】）

高田眞治、魚返善雄編『時文讀文』（初版 /1939【昭和14】）東京：目黒書店（820/A6/49
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【8429,D】）

諸橋轍次編『中等時文讀文』（初版 /1939【昭和14】）東京：大日本圖書（820/A6/50【8430,D】）

宮越健太郎、杉武夫編『最新中等時文讀文』（初版 /1939【昭和14】）東京：外語學院出版部

（820/A6/51-1【8431,D】）

宮越健太郎、杉武夫編『最新中等時文讀文 教授用 備考書』（初版 /1939【昭和14】）東京：外

語學院出版部（820/A6/51-2【8432,D】）

目加田誠編『中等時文教科書』（初版 /1939【昭和14】）東京：目黒書店（820/A6/52【8433,D】）

吉原大蔵著『中等支那時文教科書』（初版 /1939【昭和14】）東京：伊藤文信堂（820/A6/53

【8434,D】）

神谷衡平編『中等学校最新時文讀本』（初版 /1939【昭和14】）東京：昇龍堂（820/A6/54

【8435,D】）

岩村成允編『支那現代文釋義・新聞編』（初版 /1939【昭和14】）東京：東洋文化未刊圖書刊會

（820/A6/60【8503,D】）

張文華編『基本華語讀本用 華語ノート』（初版 /1940【昭和15】）東京：開隆堂（820/A4/3

【8107,D】）

竹田復編『新撰 時文教本』（初版 /1940【昭和15】）東京：文學堂（820/A6/46【8426,D】）

神谷衡平、有馬健之助著『支那時文研究』（初版 /1940【昭和15】）東京：三省堂（820/A6/55

【8459,D】）

王化、魚返善雄著『雙譯 華日語法讀本』（初版 /1941【昭和16】）東京：三省堂（820/A5/23

【8225,D】）

米田祐太郎著『支那商業文の技術』（初版/1941【昭和16】）東京：教材社（820/A6/9【8100,D】）

牛窪愛之進、蕭鴻麟著『支那語自在』（初版 /1942【昭和17】）東京：冨士書店（820/A5/6

【7998,D】）

鐘ヶ江信光著『高級支那時文講義』（初版 /1942【昭和17】）東京：外語學院出版部（820/A6/19

【8181,D】）

中日俚諺研究会編『俗語解源』（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 /［記載無］）［記載無］：［記

載無］（820/A4/12【8160,D】）

潘文安著『新體兒童白話尺牘』（初版 /［記載無］所蔵 /30版（1935））上海：大東書局（820/

A6/3【8065,D】）

世界書局編輯所編『言文對照廣註寫信必讀』（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 /18版（1928））

北京：世界書局（820/A6/15【8163,D】）
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周天鷴著『改良三版 最新商務尺牘教科書 正集』（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 / 再版

（1913））上海：會文學社（820/A6/16【8164,D】）

古邗劉鐵冷著『言文對照 初級作文新範』（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 / 3 版（1923））上

海：崇文書局（820/A6/25【8196,D】）

盛穀人編『Everyday English letters and documents 英漢日用文件指南』（初版 /［記載無］【［記

載無］】所蔵 / 3 版（1931））上海：世界書局（820/A6/34【8282,D】）

C. W. Mateer.『A course of Mandarin lessons, based on idiom. 官話類編』（初版 /1906改訂所

蔵 /（1922））上海：Presbyterian Mission Press（820/A7/1【7949,D】）

広東語学習教材

S . K. Lee Cantonese Simplified （初版 /1888）香港：The Author（820/A8/65【8525,D】）

Roy T. Cowles Inductive course in Cantonese Book1 （初版/1915所蔵/2nd（1920））香港：Kelly 

& Walsh（820/A8/40【8026,D】）

福屋正男『日粤會話』（初版 /1923【大正12】）廣東：東方日報社（820/A8/75【8762,D】）

宋學鵬編『廣州自話會話 附英文釋義 Cantonese Conversation (with the notes)』（初版 /1934）

香港：［記載無］（820/A8/44【8048,D】）

番禺、潭季強編著『分類通行廣州話 附百家姓同音字表』（初版 /1937所蔵 / 訂正版（1937））廣

州：五桂堂（820/A8/63【8523,D】）

Thomas A. OʼMelia、James E. Walsh First Year Cantonese Volume one（初版 /1938所蔵 /Rev.

（1962））香港：Catholic Truth Society（820/A8/42-1【8038,D】）

Thomas A. OʼMelia、James E. Walsh First Year Cantonese Volume two（初版/1938所蔵/［記載

無］）香港：Catholic Truth Society（820/A8/42-2【8039,D】）

鄭兆麟編『簡易廣東語會話』（初版 /1938【昭和13】所蔵 / 3 刷（1941））東京：文求堂（820/

A8/57【8405,D】）

江川金五著『かなつき廣東語會話』（初版 /1939【昭和14】）東京：大阪屋号書店（820/A8/46

【8095,D】）

鴻山俊雄著『北京語と廣東語』（初版 /1939【昭和14】）兵庫：東亞學社（820/A8/49【8205,D】）

鴻山俊雄著『北京語と廣東語』（初版/1939【昭和14】）兵庫：東亞學社（820/A8/49a【8472,D】）

鴻山俊雄著『北京語と廣東語』（初版/1939【昭和14】）兵庫：東亞學社（820/A8/49b【8473,D】）

楊良著『商と兵隊廣東語會話』（初版 /1939【昭和14】）兵庫：日華貿易産業（820/A8/51

【8231,D】）
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倉田重太郎著『日本語廣東語會話』（初版 /1940【昭和15】）東京：岡崎屋書店（820/A8/59

【8468,D】）

Daniel Jones、Kwing Tong Woo 著、大西雅雄序、魚返善雄譯『廣東語の發音』（初版 /1942【昭

和17】）東京：文求堂（820/A8/55【8300,D】）

香坂順一編『南文南洋研究調査報告書第四輯 廣東語の研究 附常用文字聲音字典』（初版 /1942

【昭和17】）台北：臺北高等商業學校調査課（820/A8/50【8226,D】）

陳鐵筆、田中與四太郎共編『Japanese-Cantonese English Conversation Dictionary 日・英・

廣東語會話辭典』（初版 /1942【昭和17】）東京：岡倉書房（820/A8/61【8521,D】）

張源祥著『廣東語の會話』（初版 /1942【昭和17】）大阪：象山閣（820/A8/64【8524,D】）

香坂順一著『北京語對照廣東語研究』（初版 /1943【昭和18】）台北：東都書籍（820/A8/41

【8027,D】）

香坂順一、林耀波共編『廣東語會話典』（初版 /1943【昭和18】）台北：東都書籍（820/A8/45

【8050,D】）

岡本一雄『廣東語入門』（初版 /1944【昭和19】）東京：文求堂（820/A8/54【8299,D】）

Yeung Kwong Chan『Everybodyʼs Cantonese』（初版 /1947所蔵 /4th（1955））香港：Chung 

Yuen printing press（820/A8/39【8003,D】）

J. Dyer Ball How to speak Cantonese : fifty conversations in Cantonese colloquial ; with the 

Chinese character, free and literal English tr., and romanised spelling with tonic and 

diacritical marks, etc（初版/［記載無］所蔵/4th（1912））香港：Kelly & Walsh（820/A8/37

【7968,D】）

J. Dyer Ball The Cantonese made easy vocabulary : a small dictionary in English and 

Cantonese, containing words and phrases used in the spoken language, with the classifiers 

indicated for each noun, and definitions of the different shades of meaning, as well as notes 

on the different uses of some of the words where ambiguity might otherwise arise（初版/［記

載無］所蔵 /3rd（1908））香港：Kelly & Walsh（820/A8/38【7974,D】）

A. A. Fulton Colloquial Cantonese（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 /5th）香港：Kelly & 

Walsh（820/A8/43【8042,D】）

J. Dyer Ball Kelly and Walshʼs English-Cantonese Hand Book（初版/［記載無］所蔵/5th（1927））

香港：Kelly & Walsh（820/A8/47【8128,D】）

Jack Robinson『粤英四千字 The 4000 commonest characters, Cantonese-English』（初版 /［記

載無］）香港：Catholic Truth Society（820/A8/52【8233,D】）
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Ker Chiu Chiang （蒋克秋）編『Cantonese for Beginners Book one learning Cantonese through 

self-taught word-for-word method, with characters, pronunciation, tones and combinations 

粤語易解 巻一』（初版 /［記載無］【［記載無］】）シンガポール：Chin Fen Book Store（820/

A8/56-1-1【8373,D】）

Ker Chiu Chiang （蒋克秋）編『Cantonese for Beginners Book two learning Cantonese through 

self-taught word-for-word method, with characters, pronunciation, tones and combinations 

粤語易解 巻二』（初版 /［記載無］【［記載無］】）シンガポール：Chin Fen Book Store（820/

A8/56-1-2【8374,D】）

Ker Chiu Chiang （蒋克秋）編『Cantonese for Beginners Book two learning Cantonese through 

self-taught word-for-word method, with characters, pronunciation, tones and combinations 

粤語易解 巻二』（初版 /［記載無］【［記載無］】）シンガポール：Chin Fen Book Store（820/

A8/56-2-1【8375,D】）

上海語学習教材

杉江房造編『改正増補 上海語獨案内』（初版 /1904【明治37】所蔵 /13版（1923））上海：日本

堂書店（820/A8/30【8266,D】）

P. C. Pétillon『 Petit dictionnaire français-chinois dialecte de Chang-hai 法華字彙 上海土話』

（初版 /1905）上海：Imprimerie de la Mission Catholique à lʼOrphelinat de Tʼou-sè-wè（820/

A/17【7967,D】）

P. C. Pétillon『 Petit dictionnaire français-chinois dialecte de Chang-hai 法華字彙 上海土話』

（初版 /1905）上海：Imprimerie de la Mission Catholique à lʼOrphelinat de Tʼou-sè-wè（820/

A/17a【8029,D】）

Gilbert McIntosh Useful phrases in the Shanghai dialect  with index-vocabulary and other 

helps （初版/1906所蔵/7th（1931））上海：Presbyterian Mission Press（820/A/23【8004,D】）

御幡雅文『滬語津梁』（初版 /1907【明治40】所蔵 / 訂正版（1925））上海：東亞同文書院（820/

A/28【8187,D】）

御幡雅文著『滬語便商 一名上海語』（初版 /1908【明治41】所蔵 / 再版（1929））上海：日本堂

書店（820/A8/36-1【8508,D】）

御幡雅文著『滬語便商 一名上海語 総譯』（初版 /1908【明治41】所蔵 / 増補訂正版（1908））

上海：日本堂書店（820/A8/36-2【8507,D】）

林通世著『瀛滬雙舌』（初版 /1914【大正 3 】）上海：日本堂書店（820/A/20【7995,D】）
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F. Clement Cooper『Short reading in the Shanghai vernacular 滬語便讀』（初版 /1914【民国

3 】）上海：美華書館（820/A/22【8000,D】）

王廷玨著『増補實用上海語』（初版 /1919【大正 8 】所蔵 / 5 版（1927））上海：美術工藝製版

所出版部（820/A8/29-1【8265,D】）

宇高寧著『上海繊維工業用語』（初版 /1922【大正11】）上海：日本堂（820/A8/32【8469,D】）

大川興朔『活用上海語』（初版 /1924【大正13】）上海：至誠堂書店（820/A/18【7993,D】）

F. L. Hawks Pott Lessons in the Shanghai dialect（初版 /1924所蔵 /rev.（1930））上海：The 

Commercial Press（820/A/24【8055,D】）

扶桑中學校、原田助市、蒋韞著『滬語階梯』（初版 /1927【昭和 2 】）上海：扶桑中學校（820/

A/25【8056,D】）

王廷玨著『増補實用上海語字引及譯』（初版 /1927【昭和 2 】）上海：美術工藝製版所出版部

（820/A8/29-2【8475,D】）

喜多青磁著『實用上海語』（初版 /1933【昭和 8 】）東京：春陽堂（820/A/21【7997,D】）

金堂文雄著『滬語軌範』（初版 /1933【昭和 8 】）上海：東京堂（820/A8/33【8477,D】）

影山巍著『詳註現代上海語』（初版 /1936【昭和11】）東京：文求堂（820/A8/35【8506,D】）

影山巍著『實用速成上海語』（初版 /1937【昭和12】）東京：文求堂（820/A/19【7994,D】）

丁卓編譯『中日會話集 上海語發音篇』（初版 /1937【昭和12】）上海：上海語學專門學校（820/

A/26【8058,D】）

劉文天編『誰でも出來る日用上海語』（初版 /1938【康德 5 】）新京 / 東京：東光書苑 / 日光書

院（820/A8/31【8415,D】）

金堂文雄著『上海語名詞集』（初版 /1938【昭和13】）上海：至誠堂（820/A8/34【8486,D】）

［記載無］『申語粹金』（初版 /［記載無］【［記載無］】）［記載無］：上海日本基督教青年會（820/

A/27【8158,D】）

厦門・台湾・漢口語学習教材

臺灣總督府文教局學務課編『日厦會話』（初版 /1938【昭和13】）台北：臺灣教育會（820/A8/66

【8248,D】）

Ker ChiuChiang（蒋克秋）編『A Practical English-Hokkien Dictionary 實用英厦辭典』（初版 /

［記載無］【［記載無］】所蔵 /［記載無］）シンガポール：Chin Fen Book Store（820/A8/67

【8370,D】）

Ker Chiu Chiang （蒋克秋）編『Progressive Hokkien (AMOY) Readers (word- for word method)
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Book one 厦語進階 巻一』（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 /［記載無］）シンガポール：Chin 

Fen Book Store（820/A8/68【8371,D】）

KerChiuChiang （蒋克秋）編『 Progressive Hokkien (AMOY) Readers (word- for word method)

Book two 厦語易解 巻二』（初版/［記載無］【［記載無］】所蔵/［記載無］）シンガポール：Chin 

Fen Book Store （820/A8/69【8372,D】）

江矜夫著『漢口語自佐』（初版/1921【大正10】）支那漢口日本租界：漢口日日新聞社（820/A7/2

【D】）

江矜夫著『漢口語自佐』（初版 /1935【昭和10】）東京：東海堂（820/A7/2（a） 【7979,D】）

岩崎敬太郎著『埠圳用語』（初版 /1911【明治44】）台北：臺灣語通信研究會（820/A8/71

【8008,D】）

岩崎敬太郎著『新撰日臺言語集』（初版 /1913【大正 2 】）台北：臺灣言語集發行所（820/A8/73

【8047,D】）

岩崎敬太郎著『羅馬字發音式 臺灣語典』（初版 /1922【大正11】所蔵 / 2 版（1922））台北：新

高堂書（820/A8/72【8011,D】）

中国人の国語学習教材

徐晋編『児童活葉文選 第 3 輯合訂本』（初版 /1932【民国21】所蔵 /14版（1939））上海：児童

書局（820/A0/81-2【8772,D】）

徐晋編『児童活葉文選 第 5 輯合訂本』（初版 /1933【民国22】所蔵 / 6 版（1937））上海：児童

書局（820/A0/81-3【8773,D】）

徐晋編『児童活葉文選 第 8 輯合訂本』（初版 /1933【民国22】所蔵 / 6 版（1937））上海：児童

書局（820/A0/81-4【8774,D】）

（編者）朱文叔等、（校者）孫世慶、白滌洲、陸費逵『新課標準適用 小學國語讀本 高級第一冊』

（初版 /1933【民国22】所蔵 /44版（1934））上海：中華書局（820/A7/134-1【8780,D】）

（編者）朱文叔等、（校者）孫世慶、白滌洲、陸費逵『新課標準適用 小學國語讀本 高級第二冊』

（初版 /1933【民国22】所蔵 /50版（1934））上海：中華書局（820/A7/134-2【8781,D】）

（編者）朱文叔等、（校者）孫世慶、白滌洲、陸費逵『新課標準適用 小學國語讀本 高級第三冊』

（初版 /1933【民国22】所蔵 /37版（1934））上海：中華書局（820/A7/134-3【8782,D】）

徐晋編『児童活葉文選 第 1 輯合訂本』（初版 /1935【民国24】所蔵 /27版（1940））上海：児童

書局（820/A0/81-1【8771,D】）

教育部編審會『修正高小國語教科書 第四冊』（初版 /1939【民国28】）北京：新民印書館（820/
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A0/51【8390,D】）

徐晋著『幼稚識字 1 』（初版/1939【民国28】所蔵/ 3 版（1940））上海：児童書局（820/A0/82-1

【8792,D】）

徐晋著『幼稚識字 2 』（初版/1939【民国28】所蔵/ 3 版（1940））上海：児童書局（820/A0/82-2

【8793,D】）

徐晋著『幼稚識字 3 』（初版/1939【民国28】所蔵/ 3 版（1940））上海：児童書局（820/A0/82-3

【8794,D】）

徐晋著『幼稚識字 4 』（初版/1939【民国28】所蔵/ 3 版（1940））上海：児童書局（820/A0/82-4

【8795,D】）

沈影泉編『幼稚識讀本 第 1 冊』（初版 /1940【民国29】）上海：復興出版社（820/A0/83-1

【8804,D】）

沈影泉編『幼稚識讀本 第 2 冊』（初版 /1940【民国29】）上海：復興出版社（820/A0/83-2

【8805,D】）

沈影泉編『幼稚識讀本 第 3 冊』（初版 /1940【民国29】）上海：復興出版社（820/A0/83-3

【8806,D】）

沈影泉編『幼稚識讀本 第 4 冊』（初版 /1940【民国29】）上海：復興出版社（820/A0/83-4

【8807,D】）

教育部編審委員会編『初中国文 国定教科書（一）』（初版 /1941【民国30】）南京：国民政府教育

部（820/A0/52-1【8391,D】）

教育部編審委員会編『初中国文 国定教科書（二）』（初版 /1941【民国30】）南京：国民政府教育

部（820/A0/52-2【8392,D】）

教育部編審委員会編『初中国文 国定教科書（三）』（初版 /1941【民国30】）南京：国民政府教育

部（820/A0/52-3【8393,D】）

教育部編審委員会編『初中国文 国定教科書（四）』（初版 /1941【民国30】所蔵 / 再版（1942））

南京：国民政府教育部（820/A0/52-4【8394,D】）

教育部編審委員会編『初中国文 国定教科書（五）』（初版 /1941【民国30】所蔵 / 5 版（1943））

南京：国民政府教育部（820/A0/52-5【8395,D】）

［記載無］『現代小學尺牘』（初版 /［記載無］【［記載無］】所蔵 /［記載無］）［記載無］：世界書局

出版（820/A6/14【8148,D】）
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雑　誌

『春明 創刊號 - 第六號（缺 2 號）』（初版 /1930【昭和 5 】）北平：春明発行所（820/A0/73-1

【8538,D】）

『春明 第七號 - 第十號』（初版 /1931【昭和 6 】）北平：春明発行所（820/A0/73-2【8769,D】）

宮越健太郎編主幹『初級支那語  9 月號～12月號』（初版 /1932【昭和7】）東京：外語学院出版

部（820/A0/76-1【8675/8676/8677/8678,D】）

宮越健太郎編主幹『支那語（合本第 2 巻）昭和 8 年 1 月號 -12月號』（初版 /1933【昭和 8 】）東

京：外語学院出版部（820/A0/76-2【8541,D】）

宮越健太郎編主幹『支那語（合本第 3 巻）昭和 9 年 1 月號 -12月號』（初版 /1934【昭和 9 】）東

京：外語学院出版部（820/A0/76-3【8553,D】）

『日文與日語 第 3 巻 3 号，6 号』（初版 /1935）北平：人人書店（820/A0/75【8540,D】）

宮越健太郎編主幹『支那語（合本第 4 巻）昭和10年 1 月號 -12月號』（初版 /1935【昭和10】）東

京：外語学院出版部（820/A0/76-4【8565,D】）

宮越健太郎編主幹『支那語（合本第 5 巻）昭和11年 1 月號 -12月號』（初版 /1936【昭和11】）東

京：外語学院出版部（820/A0/76-5【8577,D】）

宮越健太郎編主幹『支那語（合本第 6 巻）昭和12年 1 月號 -12月號』（初版 /1937【昭和12】）東

京：外語学院出版部（820/A0/76-6【8589,D】）

宮越健太郎編主幹『支那語（合本第 7 巻）昭和13年 1 月號 -12月號』（初版 /1938【昭和13】）東

京：外語学院出版部（820/A0/76-7【8602,D】）

宮越健太郎編主幹『支那語（合本第 8 巻）昭和14年 1 月號 -12月號』（初版 /1939【昭和14】）東

京：外語学院出版部（820/A0/76-8【8615,D】）

宮越健太郎編主幹『支那語（合本第 9 巻）昭和15年 1 月號-12月號，臨時増刊』（初版/1940【昭

和15】）東京：外語学院出版部（820/A0/76-9【8604,D】）

『支那語雜誌 第 1 卷 1 號-第 1 卷 6 號』（初版/1941）東京：蛍雪書院（820/A0/72-1【8536,D】）

『支那語雜誌 第 1 卷 7 號-第 1 卷12號』（初版/1941）東京：蛍雪書院（820/A0/72-2【8537,D】）

宮越健太郎編主幹『支那語（合本第10巻）昭和16年 1 月號 - 9 月號』（初版 /1941【昭和16】）東

京：外語学院出版部（820/A0/76-10【8604,D】）

伴直之助編『清話ト清文 1-20号』（初版 /1904-1905）京都：東枝律書房（820/A0/71【7978,D】）

『支那語雑誌 白話 No.1-No.12』（初版 /1922-1923）北京：白話研究社（820/A0/79【8041,D】）

『回教 第 1 巻 1 号～第 3 巻 3 号（欠第 2 巻 2 号）』（初版 /1927-1929）北京：回教研究會（820/
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A0/77【8659,D】）

『新興支那語 第 1 巻 1 号-第 2 巻 8 号』（初版/1936-1937）東京：尚文堂（820/A0/78【8649,D】）

『支那語と時文 第 1 卷第 1 號～第 1 卷 6 號，第 2 卷第 1 號～12號、第 3 卷 1 號～11號』（初版 / 

1939-1941【昭和14-昭和16】）東京：開隆堂（820/A0/74【8679,D】）

おわりに

　筆者は「通時的な中国語教材のデータベース」の構築を行うため、その基礎となる資料の収

集を行っている。また並行してデータベースの設計において、どのような点について留意しな

ければいけないのか、またどのようにすれば網羅的にデータを収集できるデータベースとなり、

これまでにはない有益なデータベースを構築できるのかを模索している。その基礎的段階とし

て資料面については中国語関係書目のバイブル的な存在とも言える六角恒廣氏の『中国語関係

書書目増補版1867～2000』をベースとし中国語教材の再調査を行うことにした。同書は主要な

大学の蔵書や戦前の文献調査の記録を多く利用しており、書籍名、編著者名、発行年月日、発

行所、判大冊数、収録先といった基本的な項目についてリストアップされている目録であり、

膨大な成果が詰め込まれている。そのため歴史的な中国語の教材研究をする上で、必要不可欠

なものとなっている。しかし今回の調査からも全ての中国語教材を網羅しているというわけで

はなく、まだ収録されていない書籍も存在することが判明している。同時にそれぞれの教材が

どの程度使われたか、内容がどういったものであるのかといった点や配列方法については、六

角氏が同書の中で「配列のしかたは、内容による項目別の分類法をとらず、すべて発行年月日

の順序によった。それは如何なる時期に発行されたか、という点に注目したかったためである」

と述べるように、紙の目録ではどうしても執筆者の一方向からの視点に基づいた配列しかでき

ず、そのリストの潜在的な力を発揮することができないでいる。そこで今後はこういった問題

を解決し、より多方面からのデータを参照することができるように、本稿の執筆に際して整理

したデータを基礎として、中国語関係書のデータベースの構築に着手したい。

（謝辞）東西学術研究所の当該分野の蔵書を長期間に渡り自由に確認させていただいた東西

学術研究所の松浦章所長及び蔵書導入の経緯についてご確認頂いた関西大学研究所事

務室早川真弓氏、また蔵書の整理をお手伝いいただいた北京外国語大学交換留学生の

齊燦氏には心より感謝申し上げる。

　　※本稿は平成24年度、文部科学省科学研究費若手研究（B）の研究成果の一部である。


